
〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
一
九
七
〇
年
代
の
イ
ギ
リ
ス
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
を
読
み
解
く 

 

本
田
毅
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一

は
じ
め
に

 

一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
テ
レ
ビ
界
に
「
王

室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
登
場
し
た
。
と
り

わ
け
人
気
を
博
し
た
も
の
と
し
て
、
主
と
し
て
デ
イ
ヴ
ィ
ッ

ド
・
バ
ト
ラ
ー
が
脚
本
を
執
筆
し
た「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
人
々
」

（
一
九
七
二
年
）、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」（
一
九
七
五
年
）、「
デ

ィ
ズ
レ
イ
リ
」（
一
九
七
八
年
）、「
リ
リ
ー
」（
一
九
七
八
年
）

が
あ
る
（
一
）
。
本
稿
で
は
、
こ
う
し
た
番
組
が
一
九
七
〇
年
代
の

イ
ギ
リ
ス
社
会
で
制
作
さ
れ
、
そ
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
だ
け
で
な

く
ア
メ
リ
カ
社
会
で
も
、
ま
た
、
世
界
の
他
の
多
く
の
社
会
で

も
「
人
気
」
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
あ
る
い
は
理
由
に
つ

い
て
、
特
に
「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
人
々
」
と
「
エ
ド
ワ
ー
ド

七
世
」
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
て
み
た
い
（
二
）
。 

言
う
ま
で
も
な
く
、「
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」
の
主
題
は
「
イ

ギ
リ
ス
王
室
」
だ
っ
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
王
室
は

二
十
世
紀
後
半
に
お
い
て
も
な
お
、
多
く
の
人
々
の
関
心
を
引

き
付
け
る
力
を
有
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
三
）
。「
王
室

ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」
が
テ
レ
ビ
界
に
登
場
し
た
一
九
七
〇
年
代

の
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
は
、全
体
と
し
て
停
滞
感
が
顕
著
だ
っ
た
。

イ
ギ
リ
ス
帝
国
の
解
体
に
よ
る
国
家
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
喪
失
、
逡
巡
を
繰
り
返
し
た
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体

へ
の
加
盟
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
問
題
の
深
刻
化
、
福
祉
国
家
／

コ
ン
セ
ン
サ
ス
社
会
の
行
き
詰
ま
り
に
伴
う
「
英
国
病
」
の
蔓
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延
な
ど
が
要
因
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
時
期
の
ア
メ
リ
カ

社
会
で
も
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
な
ど
を
背
景
と
し

て
、「
西
側
の
リ
ー
ダ
ー
」
と
し
て
の
自
信
が
見
失
わ
れ
つ
つ
あ

っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
王
室
は
、
逆
に
安

定
し
、
主
権
者
で
あ
る
「
国
民
」
か
ら
の
支
持
を
高
め
て
い
る

よ
う
に
す
ら
見
え
た
。
か
く
し
て
、
一
時
的
な
「
安
心
感
」
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
社
会
・
ア
メ
リ
カ
社
会
の

多
く
の
人
々
が
「
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」
と
い
う
「
旧
き
良

き
時
代
を
懐
か
し
む
」
ジ
ャ
ン
ル
を
享
受
し
た
、
と
考
え
ら
れ

て
き
た
（
四
）
。 

し
か
し
「
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」
の
登
場
は
、
実
際
に
は
、

そ
う
し
た
、
い
わ
ば
退
嬰
的
な
心
理
状
態
の
投
影
で
の
み
あ
っ

た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
一
般
的
な
状
況
を
逆
手
に
と
っ
て

攻
勢
に
出
よ
う
と
す
る
、
イ
ギ
リ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
業
界
の
戦
略

の
一
環
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、と
考
え
ら
れ
る
。す
な
わ
ち
、

イ
ギ
リ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
業
界
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
立
憲
王
政
の
価

値
な
い
し
有
用
性
を
あ
ら
た
め
て
主
張
し
、
そ
れ
を
世
界
規
模

で
メ
デ
ィ
ア
市
場
に
売
り
込
も
う
と
す
る
機
運
が
生
じ
て
お
り
、

そ
れ
を
具
体
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
「
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ

ラ
」
は
登
場
し
た
の
で
は
な
い
か
。
イ
ギ
リ
ス
王
室
自
体
が
同

ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
番
組
の
制
作
に
積
極
的
な
協
力
を
行
っ
た

の
も
、
機
を
見
る
の
に
敏
な
イ
ギ
リ
ス
王
室
の
習
性
を
示
し
て

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
業
界
と
イ
ギ
リ
ス
王
室
は
、
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
番
組
と

い
う
新
た
な
表
現
媒
体
を
通
じ
て
、
イ
ギ
リ
ス
王
室
が
伝
統
的

に
有
す
る
「
ソ
フ
ト
パ
ワ
ー
」
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
こ
と
を

意
図
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ
の
よ
う
な
番
組
の
視
聴
者
と
な

る
人
々
を
巻
き
込
む
形
で
、「
ア
フ
タ
ー
・
エ
ン
パ
イ
ア
」
の
時

代
に
入
っ
た
国
際
社
会
に
お
い
て
、
イ
ギ
リ
ス
国
家
の
新
た
な

「
立
ち
位
置
」
を
模
索
す
る
こ
と
す
ら
期
待
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
。 

テ
レ
ビ
番
組
の
中
で
「
王
室
の
あ
り
よ
う
／
歴
史
」
を
扱
う

と
し
て
も
、
な
ぜ
「
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が

用
い
ら
れ
た
の
か
。「
王
室
の
あ
り
よ
う
／
歴
史
」
を
描
く
の
な

ら
ば
、
政
治
的
／
軍
事
的
な
ス
ペ
ク
タ
ク
ル
が
自
然
だ
っ
た
は
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ず
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
番
組
と
共
通
性
が
多
い
と
み
な
さ
れ
が
ち

な
視
聴
覚
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
映
画
で
は
、
そ
の
よ
う
な
選
択
が

伝
統
的
に
行
わ
れ
て
い
た
。 

単
純
に
、
テ
レ
ビ
業
界
で
は
作
品
制
作
の
た
め
に
投
入
可
能

な
資
金
が
限
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か

し
、
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
（
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
）
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

そ
の
も
の
が
登
場
し
た
事
情
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
別

の
理
由
が
見
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
五
）
。
テ
レ
ビ
に
は
、

当
初
、「
生
放
送
」と
い
う
制
約
が
課
さ
れ
て
お
り
、そ
の
結
果
、

ス
タ
ジ
オ
と
い
う
閉
ざ
さ
れ
た
空
間
で
の
制
作
が
求
め
ら
れ
た

（
六
）
。
さ
ら
に
、
テ
レ
ビ
番
組
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
上
で
視
聴
さ
れ
た

た
め
、
画
面
は
小
さ
く
、
限
ら
れ
た
人
数
の
「
家
族
」
だ
け
が
、

「
と
も
に
見
る
」
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
テ
レ
ビ
番
組
は
、

閉
鎖
的
空
間
で
制
作
さ
れ
、
私
的
空
間
で
視
聴
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
し
か
し
映
画
や
演
劇
と
比
べ
て
「
制
約
」
と
も
見
え

た
こ
う
し
た
条
件
が
、
逆
に
、
テ
レ
ビ
番
組
を
制
作
し
、
視
聴

し
、
議
論
す
る
上
で
の
、
独
自
の
文
法
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
に

つ
な
が
っ
た
（
七
）
。 

そ
し
て
、
ス
タ
ジ
オ
で
テ
レ
ビ
番
組
を
制
作
す
る
の
に
あ
た

っ
て
は
、
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
（
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
）
と
い
う
様
式

が
際
立
っ
て
適
合
的
で
あ
り
、
便
宜
で
も
あ
る
こ
と
が
見
出
さ

れ
た
。
と
り
わ
け
て
重
要
だ
っ
た
の
は
、
番
組
の
舞
台
と
し
て

の
屋
内
が
、
女
性
が
「
主
役
」
で
あ
る
こ
と
の
多
い
空
間
で
あ

り
、
ま
た
、
番
組
が
視
聴
さ
れ
る
室
内
も
、
女
性
が
占
有
す
る

こ
と
の
多
い
空
間
で
あ
る
こ
と
だ
っ
た
（
八
）
。
そ
し
て
、
近
代
家

族
に
お
け
る
男
女
役
割
分
担
の
一
般
化
か
ら
、
家
庭
で
過
ご
す

時
間
が
長
く
、
ま
た
テ
レ
ビ
を
家
庭
に
持
つ
ほ
ど
の
経
済
力
を

有
す
る
「
主
婦
」
た
ち
が
、
家
事
（
た
と
え
ば
、
洗
濯
）
の
合

間
に
テ
レ
ビ
を
寛
い
で
視
聴
す
る
時
間
帯
が
存
在
し
た
。
か
く

し
て
、
女
性
が
「
主
体
」
と
な
る
よ
う
な
テ
レ
ビ
番
組
＝
ソ
ー

プ
・
オ
ペ
ラ
（
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
）
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
九
）
。 ソ

ー
プ
・
オ
ペ
ラ
（
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
）
番
組
の
コ
ン
セ
プ
ト

の
本
質
を
あ
え
て
ま
と
め
る
と
す
れ
ば
、
登
場
人
物
の
行
動
の

主
要
な
動
機
と
帰
結
の
理
由
な
い
し
背
景
を
、
そ
の
人
物
の
属

す
る
家
庭
内
の
事
情
や
、
そ
の
人
物
が
近
隣
や
職
場
で
保
持
す
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る
交
際
関
係
に
求
め
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
イ

ギ
リ
ス
社
会
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
テ
レ
ビ
業
界
で
、
ソ
ー

プ
・
オ
ペ
ラ
（
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
）
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
既
に
誕

生
・
成
長
し
て
お
り
、
言
わ
ば
そ
れ
を
引
き
継
ぎ
、
変
奏
す
る

形
で
「
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」
が
一
九
七
〇
年
代
に
独
自
の

展
開
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
（
一
〇
）
。 

 

二

「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
人
々
」（
一
九
七
二
年
）

 

「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
人
々
」
は
、
王
族
を
主
役
と
す
る
歴

史
物
ド
ラ
マ
と
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
（
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
）
を
結
び

つ
け
よ
う
と
す
る
先
駆
的
な
企
て
だ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る

（
一
一
）
。
同
じ
一
九
七
二
年
に
、
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
全
八
回
の
「
エ
ド
ワ

ー
ド
王
時
代
の
人
々
」
を
放
送
し
て
お
り
、
コ
ナ
ン
・
ド
イ
ル
、

ロ
イ
ド
＝
ジ
ョ
ー
ジ
、
ロ
ー
ル
ズ
・
ア
ン
ド
・
ロ
イ
ス
な
ど
を

登
場
さ
せ
た
。
し
か
し
同
番
組
に
は
、
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
と
し

て
の
色
彩
は
な
い
。
他
方
で
Ｂ
Ｂ
Ｃ
は
、
全
十
三
回
の
連
続
物

ド
ラ
マ
と
し
て「
鷲
た
ち
の
没
落
」を
一
九
七
四
年
に
放
送
し
、

一
九
世
紀
半
ば
か
ら
第
一
次
世
界
大
戦
ま
で
の
時
期
の
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
家
の
歴
史
を
描
い
た
。
こ
れ
は
「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の

人
々
」
の
成
功
に
便
乗
す
る
た
め
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
制
作
し
た
も
の

だ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。 

「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
人
々
」
は
、
一
九
世
紀
の
ウ
ィ
ー
ン

社
会
に
現
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ワ
ル
ツ
王
」
た
ち
に
つ
い
て
の

伝
記
番
組
で
あ
る
。
し
か
し
同
番
組
は
、「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
」

を
ウ
ィ
ー
ン
音
楽
業
界
に
お
け
る
「
王
朝
」
と
し
て
捉
え
、
そ

う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
強
く
押
し
出
し
そ
う
と
し
て
い
た
。ま
た
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
文
字
通
り
の
「
君
主
」
で
あ
る
ハ
プ
ス

ブ
ル
ク
家
と
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
を
対
比
し
、
両
者
の
社
会
的
機

能
を
結
び
付
け
る
形
で
描
き
出
そ
う
と
も
し
て
い
る
。
従
っ
て

「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
人
々
」
は
、
や
が
て
「
王
室
ソ
ー
プ
・

オ
ペ
ラ
」
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
る
制
作
ス

タ
ッ
フ
に
よ
り
、
次
節
で
取
り
上
げ
る
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」

の
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
制
作
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
下
で
は
、
ま
ず
、「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
人
々
」
の
マ
ク
ロ
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な
レ
ベ
ル
の
（
歴
史
物
ド
ラ
マ
と
し
て
の
）
主
題
に
か
か
わ
る

デ
ィ
テ
ー
ル
と
し
て
、
君
主
制
と
国
民
（
帝
国
臣
民
）
の
関
係

の
描
写
に
注
目
し
た
い
。
次
に
、
同
番
組
の
ミ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル

の
（
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
と
し
て
の
）
主
題
に
か
か
わ
る
デ
ィ
テ

ー
ル
と
し
て
、
主
人
公
と
女
性
た
ち
の
関
係
が
主
人
公
の
キ
ャ

リ
ア
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
描
写
に
注
目
す
る
。 

「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
人
々
」
は
音
楽
家
一
族
に
つ
い
て
の

物
語
だ
が
、
既
に
触
れ
た
と
お
り
、「
王
朝
」「
君
主
制
」
と
い

う
テ
ー
マ
を
伏
在
さ
せ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ツ
＝
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝

と
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
二
世
（
以
下
、
ヨ
ハ
ン
二
世
と
略

記
す
る
）
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国
の
安
寧
と
幸
福
の
た
め
に

役
割
分
担
を
し
て
い
た
、
と
示
唆
さ
れ
て
お
り
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ

ス
一
族
（
音
楽
家
の
王
朝
）
の
物
語
が
、
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
皇
帝

一
族
の
歴
史
の
メ
タ
フ
ァ
ー
／
鏡
像
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
男
た
ち
が
宮
廷
舞
踏
会
音
楽
監
督
の
地
位

を
常
に
意
識
し
、
そ
れ
に
就
く
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
た
こ
と

も
度
々
言
及
さ
れ
る
（
一
二
）
。 

た
と
え
ば
、
第
五
話
「
ヨ
ー
ゼ
フ
」
で
は
、
ヨ
ハ
ン
二
世
と

フ
ラ
ン
ツ
＝
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
と
の
間
に
個
人
的
な
連
絡
が
あ
り
、

政
治
的
に
立
ち
入
っ
た
や
り
と
り
す
ら
行
わ
れ
て
い
た
、
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
。
ヨ
ハ
ン
二
世
の
公
演
会
場
に
フ
ラ
ン
ツ
＝

ヨ
ー
ゼ
フ
が
現
れ
、
ヨ
ハ
ン
二
世
に
対
し
て
、
皇
帝
で
あ
る
自

分
よ
り
も
ヨ
ハ
ン
二
世
の
方
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
驚
い
て
い
る
、
と
言
う
。
さ
ら
に
、
ヨ
ハ
ン
二
世
が
宮
廷

舞
踏
会
音
楽
監
督
に
な
れ
な
い
の
は
、
ヨ
ハ
ン
二
世
の
人
気
が

問
題
な
の
だ
、
と
言
い
、
自
分
の
顧
問
た
ち
は
、
ヨ
ハ
ン
二
世

の
ラ
デ
ィ
カ
ル
さ
が
危
険
だ
と
主
張
し
て
い
る
が
、
実
際
、
ヨ

ハ
ン
二
世
は
三
月
革
命
の
際
に
バ
リ
ケ
ー
ド
上
で
ラ
・
マ
ル
セ

イ
エ
ー
ズ
を
演
奏
し
た
そ
う
で
は
な
い
か
、
と
問
う
。
ヨ
ハ
ン

二
世
は
、
確
か
に
自
分
は
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
を
演
奏
し
た

が
、
バ
リ
ケ
ー
ド
上
で
は
な
か
っ
た
し
、
同
時
に
、
ラ
デ
ツ
キ

ー
行
進
曲
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
歌
も
演
奏
し
た
、
と
答
え
る
。

政
治
的
関
心
は
な
い
の
か
、
と
の
皇
帝
か
ら
の
問
い
に
対
し
て

は
、
自
分
は
公
正
さ
と
自
由
を
求
め
て
い
る
、
と
答
え
る
。
皇

帝
は
、
自
分
は
ヨ
ハ
ン
二
世
を
逮
捕
す
る
べ
き
だ
と
周
囲
か
ら

勧
め
ら
れ
て
い
る
が
、
自
分
が
望
む
の
は
「
幸
福
な
国
民
」
だ
、
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と
言
い
、
ヨ
ハ
ン
二
世
に
対
し
て
「
同
盟
」
を
結
ぶ
こ
と
を
提

案
す
る
。
ヨ
ハ
ン
二
世
は
「
互
い
に
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
自
分
は
そ
う
す
る
」
と
応
え
、
皇
帝
は
「
互
い
に
何

を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
、
見
て
み
よ
う
」
と
述
べ
て
立

ち
去
る
。 

第
八
話
「
ア
デ
ー
レ
」
で
は
、
ヨ
ハ
ン
二
世
が
、
ユ
ダ
ヤ
人

女
性
ア
デ
ー
レ
と
の
再
婚
を
め
ぐ
っ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
帝
国

と
ド
イ
ツ
帝
国
を
天
秤
に
か
け
る
か
の
よ
う
に
振
舞
っ
た
こ
と

が
描
か
れ
る
（
一
三
）
。
弟
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
が
、
ヨ
ハ
ン
二
世
の
再

婚
相
手
の
ア
デ
ー
レ
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
ヨ
ハ

ン
二
世
に
抗
議
し
、ヨ
ハ
ン
二
世
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
皇
帝
の「
お

気
に
入
り
」
で
あ
り
、
宮
廷
舞
踏
会
音
楽
監
督
だ
っ
た
の
で
あ

り
、
形
式
上
は
カ
ト
リ
ッ
ク
な
の
だ
（
離
婚
で
き
な
い
）、
と
言

う
。
こ
う
し
た
批
判
を
受
け
て
、
ヨ
ハ
ン
二
世
と
ア
デ
ー
レ
は

ザ
ク
セ
ン
＝
コ
ー
ブ
ル
ク
＝
ゴ
ー
タ
公
国
へ
赴
い
て
ド
イ
ツ
帝

国
の
市
民
権
を
得
、
さ
ら
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
へ
改
宗

し
た
上
で
、
民
事
結
婚
を
す
る
。
こ
の
よ
う
な
振
舞
い
が
認
め

ら
れ
た
の
は
、ヨ
ハ
ン
二
世
が
ド
イ
ツ
皇
帝
の「
お
気
に
入
り
」

で
も
あ
る
か
ら
だ
、
と
説
明
さ
れ
る
。
た
だ
し
第
八
話
で
は
、

ヨ
ハ
ン
二
世
の
手
に
な
る
「
ジ
プ
シ
ー
男
爵
」（
一
八
八
五
年
）

と
い
う
オ
ペ
レ
ッ
タ
が
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
二
重

君
主
制
の
将
来
を
嘉
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
こ

と
も
描
か
れ
て
い
る
。 

初
め
て
意
見
を
交
わ
し
て
か
ら
数
十
年
を
経
た
後
の
、
フ
ラ

ン
ツ
＝
ヨ
ー
ゼ
フ
皇
帝
と
ヨ
ハ
ン
二
世
の
間
の
再
度
の
立
ち
入

っ
た
や
り
取
り
が
、
や
は
り
第
八
話
の
終
盤
で
示
さ
れ
る
。
フ

ラ
ン
ツ
＝
ヨ
ー
ゼ
フ
の
在
位
四
十
周
年
を
祝
う
た
め
の
ガ
ラ
・

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
、
密
か
に
フ
ラ
ン
ツ
＝
ヨ
ー
ゼ
フ
自
身

が
会
場
を
訪
れ
る
。
コ
ン
サ
ー
ト
が
終
わ
っ
た
の
ち
、
フ
ラ
ン

ツ
＝
ヨ
ー
ゼ
フ
と
ヨ
ハ
ン
二
世
が
面
会
し
、
フ
ラ
ン
ツ
＝
ヨ
ー

ゼ
フ
は
ヨ
ハ
ン
二
世
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
あ
な
た
は
私
の

国
民
に
、
私
に
は
決
し
て
で
き
な
い
仕
方
で
話
し
か
け
る
。
彼

ら
は
あ
な
た
の
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
（You speak to m

y 
people in a way that I never could. They understand you

）」

「
私
の
宮
廷
の
あ
る
人
物
が
、
私
の
治
世
は
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
が
亡
く
な
る
ま
で
続
く
、
と
予
言
し
た
の
を
ご
存
知
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か
？
（Did you know som

eone at the court predicted that m
y 

reign would last till the death of Johan Strauss?

）」

 
同
番
組
で
の
ヨ
ハ
ン
一
世
と
ヨ
ハ
ン
二
世
の
関
係
に
は
、「
王

位
」
を
め
ぐ
る
父
子
の
間
で
の
葛
藤
の
メ
タ
フ
ァ
ー
が
込
め
ら

れ
て
い
る
、
と
思
わ
れ
る
。
ヨ
ハ
ン
一
世
は
息
子
た
ち
が
音
楽

家
に
な
る
こ
と
を
望
ま
ず
、
伝
統
的
な
、
知
的
専
門
職
に
就
か

せ
よ
う
と
す
る
。
結
局
、
長
男
（
ヨ
ハ
ン
二
世
）
は
銀
行
員
に
、

次
男
（
ヨ
ー
ゼ
フ
）
は
土
木
技
師
兼
建
築
家
に
、
三
男
（
エ
ド

ゥ
ア
ル
ト
）
は
公
務
員
に
な
る
（
一
四
）
。
し
か
し
、
ヨ
ハ
ン
二
世

は
早
く
か
ら
音
楽
家
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
長
男
の
そ

う
し
た
希
望
を
阻
も
う
と
す
る
父
親
と
の
間
で
、
葛
藤
が
生
じ

る
。 第

一
話
「
ア
ナ
」
で
ヨ
ハ
ン
一
世
は
、
自
ら
の
楽
団
を
率
い

て
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
へ
の
演
奏
旅
行
を
行
な
う
。
評
判
は
良

い
が
収
入
増
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
病
気
に
な
っ
た
ヨ
ハ
ン
一
世

は
楽
団
員
た
ち
に
抱
え
ら
れ
て
ウ
ィ
ー
ン
に
戻
る
。
ヨ
ハ
ン
二

世
が
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
練
習
を
し
て
い
る
の
を
見
咎
め
、
音
楽

家
な
ど
に
将
来
は
な
い
と
言
い
、
や
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
第

二
話
「
エ
ミ
リ
ー
」
で
は
、
ヨ
ハ
ン
一
世
は
妻
と
子
供
た
ち
を

捨
て
、
愛
人
エ
ミ
リ
ー
と
の
生
活
を
始
め
る
。
そ
の
結
果
、
ヨ

ハ
ン
二
世
は
母
親
と
き
ょ
う
だ
い
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
こ
と

に
な
る
が
、
同
時
に
ヨ
ハ
ン
一
世
か
ら
の
抑
制
が
な
く
な
っ
た

た
め
、
音
楽
家
と
し
て
の
道
を
歩
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
。 

息
子
が
音
楽
家
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
す
る
と
、
父
と
息
子
の
間

に
は
明
確
な
ラ
イ
バ
ル
関
係
が
生
じ
る
。第
三
話「
シ
ャ
ー
ニ
」

で
は
、
ヨ
ハ
ン
一
世
の
下
に
宮
廷
舞
踏
会
音
楽
監
督
に
任
命
す

る
と
の
手
紙
が
届
き
、そ
の
披
露
の
た
め
の
公
演
が
行
わ
れ
る
。

興
行
主
ハ
ー
シ
ュ
が
、
イ
タ
リ
ア
人
の
カ
ス
ト
ラ
ー
ト
で
あ
る

ル
カ
ー
リ
を
訪
ね
、
ヨ
ハ
ン
二
世
の
公
演
を
妨
害
す
る
こ
と
を

依
頼
す
る
。
ヨ
ハ
ン
一
世
の
公
演
に
は
皇
帝
が
来
る
か
も
し
れ

な
い
、
と
の
噂
を
ハ
ー
シ
ュ
が
流
し
た
た
め
、
ヨ
ハ
ン
一
世
の

会
場
は
満
員
で
あ
り
、
逆
に
ヨ
ハ
ン
二
世
の
会
場
で
は
空
席
が

目
立
つ
。
ヨ
ハ
ン
二
世
の
会
場
に
ル
カ
ー
リ
と
そ
の
配
下
の
者

た
ち
が
現
れ
、
公
演
の
妨
害
を
始
め
る
。
た
ま
り
か
ね
た
ヨ
ハ

ン
二
世
は
楽
屋
に
引
き
こ
も
る
が
、
故
意
の
妨
害
で
あ
る
こ
と

を
母
親
か
ら
教
え
ら
れ
、
演
奏
を
再
開
す
る
（
一
五
）
。
ヨ
ハ
ン
二
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世
の
公
演
に
人
々
が
集
ま
り
続
け
る
の
を
見
た
ハ
ー
シ
ュ
は
、

「
二
人
目
の
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
（two Johan Strausses

）

の
誕
生
だ
」
と
口
に
す
る
。 

第
四
話
「
革
命
」
で
は
、
物
語
の
分
水
嶺
と
し
て
一
八
四
八

年
革
命
が
設
定
さ
れ
る
。
同
革
命
を
機
に
、
物
語
の
主
人
公
が

君
主
主
義
者
で
あ
る
ヨ
ハ
ン
一
世
か
ら
、
自
由
主
義
に
共
感
を

抱
く
ヨ
ハ
ン
二
世
へ
移
行
す
る
。
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
が
ド
ン
マ
イ

ヤ
ー
の
ホ
ー
ル
を
訪
れ
、
ヨ
ハ
ン
二
世
の
指
揮
の
下
、
国
歌
の

演
奏
が
行
わ
れ
る
。
ヨ
ハ
ン
一
世
も
、
別
の
ホ
ー
ル
で
そ
の
日

の
公
演
を
始
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
ド
ン
マ
イ
ヤ
ー
の
ホ
ー
ル

周
辺
が
ざ
わ
つ
く
。
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
は
退
席
し
、
銃
声
が
聞
こ

え
る
。
ヨ
ハ
ン
二
世
は
ラ
・
マ
ル
セ
イ
エ
ー
ズ
を
演
奏
し
、
革

命
側
に
つ
く
。
他
方
、
ヨ
ハ
ン
一
世
は
軍
隊
の
た
め
に
マ
ー
チ

を
作
曲
し
、
将
校
に
楽
譜
を
渡
す
。
ヨ
ハ
ン
一
世
と
愛
人
の
エ

ミ
リ
ー
は
ウ
ィ
ー
ン
を
脱
出
す
る
が
、
彼
ら
の
背
後
に
は
ラ
デ

ツ
キ
ー
行
進
曲
が
流
れ
て
い
る
（
一
六
）
。 

ヨ
ハ
ン
一
世
と
エ
ミ
リ
ー
は
ロ
ン
ド
ン
に
滞
在
す
る
こ
と
に

な
り
、
彼
ら
の
滞
在
先
を
メ
ッ
テ
ル
ニ
ヒ
が
訪
ね
る
。
メ
ッ
テ

ル
ニ
ヒ
は
、ヨ
ハ
ン
一
世
は
ウ
ィ
ー
ン
で
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、

戻
っ
て
欲
し
い
と
言
う
が
、
ヨ
ハ
ン
一
世
は
そ
れ
を
拒
む
。
や

が
て
ウ
ィ
ー
ン
へ
戻
っ
た
ヨ
ハ
ン
一
世
と
エ
ミ
リ
ー
は
自
邸
の

惨
状
を
目
に
す
る
。
そ
の
姿
鏡
に
は
「
ラ
デ
ツ
キ
ー
と
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
は
殺
人
者
だ
（Radetzky and Strauss M

urderers

）」
と

殴
り
書
き
さ
れ
て
い
た
。
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
が
ヨ
ハ
ン
一
世
を
訪

ね
、
父
が
熱
病
に
罹
っ
て
い
る
こ
と
を
知
る
。
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト

は
ヨ
ハ
ン
二
世
に
助
け
を
求
め
る
が
、
ヨ
ハ
ン
二
世
は
乗
り
気

で
は
な
い
。
苦
し
ん
だ
後
に
ヨ
ハ
ン
一
世
は
絶
命
す
る
が
、
ヨ

ハ
ン
二
世
は
悲
し
む
表
情
を
見
せ
な
い
。 

ヨ
ハ
ン
一
世
、
ヨ
ハ
ン
二
世
の
女
性
た
ち
と
の
関
係
が
、
こ

の
番
組
の
骨
格
を
成
し
て
い
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。「
シ
ュ
ト

ラ
ウ
ス
家
の
人
々
」
は
「
偉
人
伝
」
番
組
で
は
あ
る
が
、
実
際

に
は
入
れ
替
わ
り
現
れ
る
女
性
た
ち
こ
そ
が
主
役
で
あ
る
よ
う

に
も
見
え
、
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
（
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
）
の
文
法
に

従
っ
て
い
る
、
と
考
え
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
。 

ヨ
ハ
ン
一
世
の
妻
ア
ナ
は
、
教
養
の
あ
る
中
産
階
級
出
身
の

女
性
だ
っ
た
。
第
一
話
「
ア
ナ
」
で
は
、
ア
ナ
の
父
親
が
、
ヨ
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ハ
ン
一
世
が
音
楽
家
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
娘
と
ヨ
ハ
ン

一
世
の
結
婚
に
反
対
す
る
（
一
七
）
。
後
年
、
ヨ
ハ
ン
一
世
は
、
音

楽
家
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
全
盛
期
に
妻
と
子
供
た
ち
を
捨
て
、

女
優
／
歌
手
で
あ
る
愛
人
エ
ミ
リ
ー
と
の
生
活
を
選
ぶ
こ
と
に

な
る
。
第
四
話
「
革
命
」
で
は
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
三
月

革
命
に
伴
う
混
乱
の
中
で
ヨ
ハ
ン
一
世
が
流
行
病
に
罹
り
、
エ

ミ
リ
ー
に
よ
っ
て
見
捨
て
ら
れ
、誰
に
も
看
取
ら
れ
ず
に
死
ぬ
。 

他
方
、
ヨ
ハ
ン
二
世
と
母
親
ア
ナ
の
関
係
は
密
接
で
あ
り
、

母
親
は
息
子
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
役
割
を
果
た
す
。第
二
話「
エ

ミ
リ
ー
」
で
は
、
母
親
か
ら
の
強
力
な
後
押
し
を
受
け
て
、
ヨ

ハ
ン
二
世
が
音
楽
家
と
し
て
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
得
る
。
ま
た
ア

ナ
は
、
か
つ
て
ヨ
ハ
ン
一
世
の
興
行
主
だ
っ
た
ド
ン
マ
イ
ヤ
ー

に
、
ヨ
ハ
ン
二
世
を
採
用
す
る
よ
う
に
迫
る
。
ア
ナ
は
「
確
執
、

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
、
二
人
の
ヨ
ハ
ン
は
、
世
間
の
注
目
を
集
め
、

も
う
け
を
も
た
ら
す
は
ず
だ
」
と
ド
ン
マ
イ
ヤ
ー
に
言
う
。
ア

ナ
は
簿
記
を
付
け
る
能
力
も
有
し
て
お
り
、
第
五
話
「
ヨ
ー
ゼ

フ
」
で
は
、
ヨ
ハ
ン
二
世
だ
け
で
な
く
、
弟
の
ヨ
ー
ゼ
フ
、
エ

ド
ゥ
ア
ル
ド
も
作
曲
者
・
指
揮
者
と
し
て
加
わ
っ
て
、
強
力
な

音
楽
ビ
ジ
ネ
ス
企
業
に
成
長
し
た
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
を
、
ア
ナ

が
実
質
的
に
マ
ネ
ー
ジ
す
る
姿
が
描
か
れ
る
。 

ヨ
ハ
ン
二
世
は
多
彩
な
恋
愛
関
係
を
持
ち
、
複
数
回
結
婚
も

し
た
が
、
ヨ
ハ
ン
一
世
の
よ
う
に
長
期
の
不
倫
関
係
は
持
た
な

か
っ
た
、
と
し
て
描
か
れ
る
。
第
五
話
「
ヨ
ー
ゼ
フ
」
で
は
、

ロ
シ
ア
人
貴
族
の
令
嬢
オ
ル
ガ
と
恋
愛
関
係
に
入
っ
た
よ
う
に

見
え
る
が
、「
か
ら
か
わ
れ
て
い
た
だ
け
」
だ
っ
た
。
一
九
世
紀

後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
お
け
る
、
貴
族
層
・
知
識
人
層
と

そ
れ
以
外
の
者
た
ち
の
間
で
の
根
深
い
「
文
化
的
懸
隔
」
が
描

か
れ
て
い
る
（
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
は
両
者
の
境
界
に
位
置
し
て

い
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
）。 

オ
ル
ガ
の
こ
と
を
忘
れ
る
よ
う
に
と
ア
ナ
は
ヨ
ハ
ン
二
世
に

勧
め
る
。
ヨ
ハ
ン
二
世
は
、
モ
ー
リ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ト
デ
ス

コ
男
爵
が
主
催
す
る
、
リ
ベ
ラ
ル
な
、
貴
族
層
・
知
識
人
層
に

属
す
る
人
々
の
集
ま
り
に
加
わ
る
。
そ
の
場
の
雰
囲
気
に
ヨ
ハ

ン
二
世
は
な
じ
め
な
い
が
、
ヘ
テ
ィ
と
出
会
う
。
ヨ
ハ
ン
二
世

は
ヘ
テ
ィ
に
、自
分
は
書
物
や
絵
画
に
つ
い
て
何
も
知
ら
な
い
、

と
言
う
。 
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第
六
話
「
ヘ
テ
ィ
」
で
は
、
ヨ
ハ
ン
二
世
と
ヘ
テ
ィ
は
、
ヘ

テ
ィ
の
パ
ト
ロ
ン
で
あ
る
ト
デ
ス
コ
か
ら
半
ば
公
認
さ
れ
る
形

で
恋
愛
関
係
に
入
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ア
ナ
は
ヘ
テ
ィ
を
認

め
な
い
。
ヘ
テ
ィ
が
元
オ
ペ
ラ
歌
手
で
あ
り
（
た
だ
し
、
百
万

長
者
で
あ
る
ト
デ
ス
コ
と
関
係
を
持
つ
た
め
に
、
歌
手
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
を
諦
め
た
。
し
か
も
ト
デ
ス
コ
が
離
婚
で
き
な
い

の
で
、
結
婚
し
て
い
な
い
）、
ヨ
ハ
ン
二
世
よ
り
も
十
歳
も
年
上

で
あ
り
、
ヨ
ハ
ン
二
世
の
役
に
立
た
な
い
か
ら
だ
、
と
言
う
。

ア
ナ
は
、
ヘ
テ
ィ
が
息
子
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
の
役
割
を

自
分
か
ら
奪
う
の
で
は
、
と
警
戒
し
て
い
る
。
ヨ
ハ
ン
二
世
と

ヘ
テ
ィ
の
結
婚
披
露
パ
ー
テ
ィ
が
開
か
れ
る
が
、
弟
の
ヨ
ー
ゼ

フ
夫
妻
だ
け
が
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
か
ら
は
参
加
す
る
。
客
の
大

半
は
ヘ
テ
ィ
の
友
人
た
ち
、
ウ
ィ
ー
ン
の
知
識
人
層
で
あ
る
。 

ヘ
テ
ィ
は
、
ア
ナ
に
代
っ
て
夫
の
音
楽
家
と
し
て
の
活
動
を

効
果
的
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
ヘ
テ
ィ
の
手
腕
に
よ
り
、
ヨ
ハ
ン

二
世
は
宮
廷
舞
踏
会
音
楽
監
督
に
任
命
さ
れ
る
。
ま
た
、
ヘ
テ

ィ
の
ア
レ
ン
ジ
に
よ
り
、
弟
の
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
も
公
務
員
の
キ

ャ
リ
ア
を
捨
て
、
音
楽
事
務
所
化
し
た
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
ビ
ジ
ネ
ス
に
正
式
に
加
わ
り
、
ヨ
ー
ゼ
フ
と
と
も

に
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
率
い
る
こ
と
に
な
る
。
ヨ
ハ
ン
二
世
が
作

曲
に
専
心
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
で
あ
る
。
ア
ナ
が
死
亡

し
て
葬
儀
が
行
な
わ
れ
る
が
、
ヨ
ハ
ン
二
世
は
出
席
し
よ
う
と

し
な
い
。人
々
が
ア
ナ
を
女
王
の
よ
う
に
葬
ろ
う
と
す
る
の
は
、

自
分
が
ヨ
ハ
ン
二
世
と
ア
ナ
の
間
に
割
り
込
ん
だ
こ
と
を
責
め

る
た
め
だ
、
と
ヘ
テ
ィ
は
言
う
。 

ヘ
テ
ィ
は
、
新
し
い
企
画
に
挑
む
こ
と
を
ヨ
ハ
ン
二
世
に
勧

め
る
が
、
ヨ
ハ
ン
二
世
は
、
自
分
に
は
限
界
が
あ
る
、
と
答
え

る
。
ヘ
テ
ィ
は
、
そ
の
限
界
は
ア
ナ
に
よ
っ
て
課
さ
れ
た
も
の

だ
、
と
言
い
、
ウ
ィ
ー
ン
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
の
責
任
者
マ
ッ
ク
・

シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
を
ヨ
ハ
ン
に
引
き
合
わ
せ
る
。
マ
ッ
ク
・
シ
ュ

タ
イ
ナ
ー
は
、
シ
ア
タ
ー
の
た
め
に
何
か
書
い
て
み
て
は
、
と

ヨ
ハ
ン
二
世
に
勧
め
る
。
マ
ッ
ク
・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
は
女
優
／

歌
手
の
マ
リ
ー
・
ガ
イ
ス
テ
ィ
ン
ガ
ー
を
連
れ
て
き
て
お
り
、

ヨ
ハ
ン
二
世
は
マ
リ
ー
を
気
に
入
る
。
ヘ
テ
ィ
か
ら
の
貢
献
に

も
関
わ
ら
ず
、
ヨ
ハ
ン
二
世
は
年
齢
の
若
い
女
優
／
歌
手
た
ち

と
の
愛
人
関
係
に
入
っ
て
く
。 
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第
七
話
「
リ
リ
ー
」
で
は
、
ヨ
ハ
ン
二
世
と
ヘ
テ
ィ
の
夫
婦

仲
が
険
悪
化
し
、
や
が
て
ヨ
ハ
ン
二
世
が
ヘ
テ
ィ
を
捨
て
、
ヘ

テ
ィ
が
病
死
す
る
経
緯
が
描
か
れ
る
。
ヘ
テ
ィ
の
死
後
間
も
な

い
時
期
に
リ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ト
レ
ッ
ク
と
言
う
女
優
が
登
場
し
、

ヨ
ハ
ン
二
世
は
彼
女
と
結
婚
す
る
。
ヘ
テ
ィ
と
は
異
な
り
、
リ

リ
ー
は
ヨ
ハ
ン
二
世
の
キ
ャ
リ
ア
に
は
貢
献
せ
ず
、
夫
を
自
分

の
享
楽
の
た
め
の
手
段
と
し
て
考
え
、
結
局
、
愛
人
の
下
に
奔

る
。 第

八
話
「
ア
デ
ー
レ
」
で
は
、
ヨ
ハ
ン
二
世
は
、
彼
の
妹
た

ち
が
住
む
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
隣
人
で
、
知
的
な
ユ
ダ
ヤ
人
女

性
ア
デ
ー
レ
と
親
し
く
な
る
。
ア
デ
ー
レ
は
寡
婦
で
あ
り
、
ア

リ
ス
と
い
う
娘
が
い
る
。
ヨ
ハ
ン
二
世
は
、
自
分
は
作
曲
に
忙

し
す
ぎ
る
た
め
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
す
ら
も
読
み
切
っ
て
い
な

い
、
と
ア
デ
ー
レ
に
言
う
。
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ヨ
ハ
ン
二

世
は
ア
デ
ー
レ
と
結
婚
す
る
た
め
に
ド
イ
ツ
帝
国
国
民
の
国
籍

を
取
得
し
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
改
宗
す
る
。
ア
デ
ー

レ
は
、
か
つ
て
の
ヘ
テ
ィ
と
同
様
に
、
ヨ
ハ
ン
二
世
に
新
し
い

企
画
に
取
り
組
む
こ
と
を
勧
め
、
シ
ア
タ
ー
は
ど
う
か
、
と
提

案
す
る
。
ヨ
ハ
ン
二
世
の
活
動
と
名
声
は
全
欧
米
的
な
も
の
に

な
り
、
栄
光
に
包
ま
れ
て
臨
終
を
迎
え
る
。 

 

三

「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」（
一
九
七
五
年
）

 

「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
で
は
、「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
人
々
」

の
制
作
の
中
で
発
見
さ
れ
、
培
わ
れ
た
は
ず
の
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ラ

が
、
存
分
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九

世
紀
後
半
～
二
〇
世
紀
初
頭
の
イ
ギ
リ
ス
王
室
の
あ
り
よ
う
が

正
面
か
ら
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
（
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
）
と
し
て
描
か

れ
て
い
て
い
る
（
一
八
）
。
王
族
た
ち
を
「
家
族
」
内
で
の
み
用
い

ら
れ
た
は
ず
の
愛
称
で
呼
び
続
け
る
、
と
い
う
演
出
も
、
そ
う

し
た
方
針
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

本
稿
筆
者
が
視
聴
し
た
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
セ

ッ
ト
で
は
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
制
作
に
あ
た
っ
て
監
督
だ
っ

た
ジ
ョ
ン
・
ゴ
リ
ー
、
バ
ー
テ
ィ
＝
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
役
を
演

じ
た
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ウ
ェ
ス
ト
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
役
を
演

じ
た
ア
ン
ネ
ッ
ト
・
ク
ロ
ス
ビ
ー
が
、
番
組
の
制
作
以
来
三
十
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年
ぶ
り
に
集
ま
り
（
バ
ト
ラ
ー
は
含
ま
れ
て
い
な
い
）、
と
も
に

第
四
話
「
ア
リ
ッ
ク
ス
」、
第
九
話
「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」、
第
十

一
話
「
つ
い
に
国
王
に
」
を
視
聴
し
な
が
ら
自
由
に
コ
メ
ン
ト

す
る
、
と
い
う
企
画
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
彼
ら
の
発
言
の
中

に
は
、
こ
の
番
組
の
主
題
に
関
す
る
制
作
関
係
者
た
ち
の
認
識

や
意
図
が
表
出
し
て
い
る
。
三
人
は
、
一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
社

会
に
お
け
る
新
聞
・
雑
誌
の
ロ
イ
ヤ
ル
・
フ
ァ
ミ
リ
ー
へ
の
姿

勢
に
言
及
し
、ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
前
の
ジ
ョ
ー
ジ
四
世（
放

埓
な
生
活
ス
タ
イ
ル
で
知
ら
れ
て
い
た
）
に
対
し
て
は
、
そ
れ

が
と
り
わ
け
残
忍
（savage

）
だ
っ
た
と
言
う
。
そ
し
て
、
そ

れ
を
見
て
い
た
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
、「
君
主
制
は
尊
敬
さ
れ
る
べ

き
も
の
（respectable

）
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
批
判
の
余
地
の

な
い
も
の
（above reproach

）
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
決

意
し
た
、
と
言
う
。「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
が
、
イ
ギ
リ
ス
王
室

と
メ
デ
ィ
ア
の
関
係
を
重
視
す
る
形
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。 

ま
た
、
ゴ
リ
ー
は
、
ア
ル
バ
ー
ト
（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の

夫
）
を
「
善
を
成
す
驚
く
べ
き
力
だ
っ
た
（am

azing power for 

good

）」
と
表
現
し
、
こ
れ
に
対
し
て
ア
ル
バ
ー
ト
の
息
子
で
あ

る
バ
ー
テ
ィ
＝
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
は
、
む
し
ろ
、
祖
父
で
あ
る

ケ
ン
ト
公
爵
（
や
は
り
、
愛
人
の
多
さ
で
有
名
だ
っ
た
）
な
ど

へ
の
先
祖
返
り
だ
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
解
に

基
づ
い
て
、
番
組
の
中
で
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
と
バ
ー
テ
ィ

の
葛
藤
が
描
か
れ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。 

さ
ら
に
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
女
王
の
死
後
、
そ
の
娘
た
ち
が
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
の
新
婚
時
代
の
日
記
を
破
棄
し
よ
う
と
し
た
こ
と

が
言
及
さ
れ
る
。
セ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
の
話
題
が
あ
ま
り
に
も

多
か
っ
た
せ
い
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
ア
ル
バ
ー
ト
が
死
ん
だ

際
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
絶
望
感
の
理
由
で
あ
っ
て
、
ま
た
、
ア

ル
バ
ー
ト
の
死
に
関
し
て
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
が
バ
ー
テ
ィ
を
責

め
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
で
も
あ
っ
た
、
と
言
う
。
番
組

の
制
作
に
あ
た
り
、
イ
ギ
リ
ス
王
家
の
人
々
の
行
動
を
理
解
す

る
た
め
に
は
、
彼
ら
の
リ
ビ
ド
ー
へ
の
注
目
が
欠
か
せ
な
い
、

と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

前
節
と
同
様
に
、
以
下
で
は
、
ま
ず
、「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」

に
お
け
る
、マ
ク
ロ
な
レ
ベ
ル
の（
歴
史
物
ド
ラ
マ
と
し
て
の
）
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主
題
に
関
わ
る
デ
ィ
テ
ー
ル
と
し
て
、「
君
主
制
と
国
民
（
帝
国

臣
民
）」
と
い
う
ト
ピ
ッ
ク
に
注
目
し
た
い
。
次
い
で
、
主
人
公

バ
ー
テ
ィ
＝
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
王
族
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
が

ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
（
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
）
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
中

で
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
た
の
か
を
分
析
す
る
。 

「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
で
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀

初
頭
に
か
け
て
、
イ
ギ
リ
ス
君
主
制
の
あ
り
よ
う
が
大
き
く
変

化
し
た
こ
と
が
、
君
主
と
し
て
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
ス
タ
イ
ル

と
、
バ
ー
テ
ィ
＝
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
ス
タ
イ
ル
の
差
に
よ
っ

て
示
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
「
伝
統
的
な
君
主
」

だ
っ
た
と
思
わ
れ
が
ち
だ
が
、
実
際
に
は
、
夫
で
あ
る
ア
ル
バ

ー
ト
か
ら
の
影
響
を
強
く
受
け
て
、「
あ
る
べ
き
君
主
」
を
目
指

し
た
、
や
や
例
外
的
な
イ
ギ
リ
ス
君
主
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
バ

ー
テ
ィ
＝
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
ス
タ
イ
ル
こ
そ
が
「
伝
統
的
」

な
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
こ
と
が
暗
示
さ
れ
る
。
つ
ま

り
、
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
い
て
ア
ル
バ
ー
ト

／
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
、
君
主
制
に
ま
つ
わ
る
「
新
た
な
伝
統
」

を
創
り
出
そ
う
と
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
。 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
、
政
治
的
な
場
面
で
は
終
始
厳
粛
な
（
権

力
者
的
な
）
姿
勢
を
保
と
う
と
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
情
や
イ

ギ
リ
ス
帝
国
の
現
状
へ
の
強
い
関
心
を
示
し
た
、
と
し
て
描
か

れ
て
い
る
。
第
六
話
「
目
に
見
え
な
い
女
王
」
で
は
、
と
り
わ

け
ア
ル
バ
ー
ト
の
死
後
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
が
保
守
党
（
特
に
、

デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
）
へ
の
信
頼
な
い
し
依
存
を
増
し
て
い
く
姿
が

描
か
れ
る
。 

こ
れ
に
対
し
て
バ
ー
テ
ィ
は
、
国
民
と
の
共
感
に
優
れ
て
お

り
、
国
民
の
中
の
大
衆
的
部
分
の
生
活
状
況
（
福
祉
）
に
も
強

い
関
心
を
示
し
た
、
と
し
て
描
か
れ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
は

対
照
的
に
、
バ
ー
テ
ィ
は
自
由
党
（
特
に
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
）

へ
の
信
頼
を
示
す
。
第
八
話
「
王
家
の
カ
ド
リ
ー
ル
」
で
バ
ー

テ
ィ
は
、
首
相
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
か
ら
、
労
働
者
階
級
の
住
宅

事
情
に
つ
い
て
提
言
す
る
王
立
委
員
会
に
加
わ
る
こ
と
を
委
嘱

さ
れ
、
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
ロ
ン
ド
ン
の
最
貧
地
域
を
視

察
し
、
悲
惨
な
状
況
に
驚
く
。
さ
ら
に
バ
ー
テ
ィ
は
、
同
委
員

会
の
提
言
を
上
院
で
発
表
し
、
関
連
す
る
法
案
を
提
出
す
る
こ

と
を
望
む
が
、
王
族
が
直
接
政
治
に
関
わ
る
べ
き
で
は
な
い
、
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と
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に
諫
め
ら
れ
る
。第
十
話「
待
機
の
年
月
」

で
は
、政
権
に
復
帰
し
た
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に
再
び
依
頼
さ
れ
、

高
齢
貧
民
層
問
題
を
担
当
す
る
。
他
方
、
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
に

代
っ
て
首
相
に
な
っ
た
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
が
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
を

押
し
進
め
る
と
、
バ
ー
テ
ィ
は
こ
れ
を
批
判
す
る
。
グ
ラ
ッ
ド

ス
ト
ン
の
葬
儀
が
大
規
模
に
行
わ
れ
、
そ
の
葬
儀
に
際
し
て
バ

ー
テ
ィ
が
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
夫
人
の
手
に
悔
み
の
キ
ス
を
し
た

こ
と
を
メ
デ
ィ
ア
が
伝
え
る
と
、ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
激
怒
す
る
。 

第
十
三
話
「
旧
き
良
き
エ
デ
ィ
」
で
は
、
即
位
後
の
エ
ド
ワ

ー
ド
七
世
が
、
首
相
ア
ス
キ
ス
か
ら
の
、
自
由
党
を
支
持
す
る

貴
族
た
ち
を
多
数
誕
生
さ
せ
よ
う
と
す
る
提
案
に
対
し
て
、
そ

う
し
た
手
法
は
君
主
制
の
権
威
を
損
な
う
、
と
の
側
近
た
ち
か

ら
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
の
改
革
政
策
を
支
持
し
、

「
今
や
時
代
は
庶
民
の
た
め
に
あ
る
（Now

 the tim
e is for 

com
m

on m
en

）」
と
言
う
。 

「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
は
ま
た
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
バ
ー
テ
ィ

＝
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
、
国
民
と
の
間
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
際
の
姿
勢
の
差
異
も
詳
し
く
描
い
て
い
る
。
第
五
話

「
幾
十
万
の
歓
迎
」
で
は
、
ア
ル
バ
ー
ト
の
死
後
、
君
主
と
し

て
の
公
的
行
事
に
参
加
す
る
こ
と
を
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
が
拒
み
続

け
る
姿
が
描
か
れ
る
。
首
相
パ
ー
マ
ス
ト
ン
は
バ
ー
テ
ィ
に
対

し
、
公
的
行
事
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
が
出
て
こ
な
い
の
だ
か
ら
バ

ー
テ
ィ
が
社
交
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
ふ
る
ま
い
、
ま
た
、
メ

デ
ィ
ア
へ
の
露
出
度
を
上
げ
る
べ
き
だ
、
と
助
言
す
る
。
こ
れ

に
対
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
、
ア
ル
バ
ー
ト
が
体
現
し
て
い
た

「
モ
ラ
ル
・
ト
ー
ン
」
を
維
持
す
る
必
要
性
を
強
調
す
る
が
、

パ
ー
マ
ス
ト
ン
は
、
多
難
な
時
代
（troubled tim

es

）
に
お
い

て
王
太
子
夫
妻
の
人
気
は
貴
重
だ
、
と
反
論
す
る
。 

第
六
話
「
目
に
見
え
な
い
女
王
」
で
は
、
ダ
ー
ビ
ー
内
閣
の

閣
僚
と
な
っ
た
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
が
登
場
し
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に

対
し
て
、
軍
の
観
閲
に
参
加
す
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
う
し
な
け

れ
ば
バ
ー
テ
ィ
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
、
と
警
告
す
る
。
他

方
で
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
、
バ
ー
テ
ィ
に
対
し
て
は
、
母
親
と
の

間
で
人
気
を
競
う
べ
き
で
は
な
い
、
と
言
う
。 

第
七
話
「
最
愛
の
王
子
」
で
は
、
首
相
と
な
っ
た
デ
ィ
ズ
レ

イ
リ
が
、
バ
ー
テ
ィ
が
コ
ベ
ン
ト
リ
ー
市
へ
の
訪
問
を
成
功
さ
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せ
、
ま
た
、
ペ
ル
シ
ア
国
王
や
ロ
シ
ア
皇
太
子
夫
妻
の
ホ
ス
ト

役
を
無
難
に
こ
な
し
た
こ
と
を
見
て
、
彼
の
た
め
に
何
ら
か
の

役
割
を
見
つ
け
よ
う
と
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
バ
ー
テ
ィ
は
自

分
が
イ
ン
ド
を
公
式
訪
問
す
る
こ
と
を
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
に
提
案

し
、
意
外
に
も
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
こ
の
提
案
に
同
意
す
る
。
バ

ー
テ
ィ
の
イ
ン
ド
公
式
訪
問
は
イ
ギ
リ
ス
の
メ
デ
ィ
ア
界
を
興

奮
さ
せ
、
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
バ
ー
テ
ィ
の
イ
ン
ド
訪
問
は
大
成

功
だ
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
報
告
す
る
。
こ
の
「
成
功
」
を
う
け

て
デ
ィ
ズ
レ
イ
リ
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
イ
ン
ド
女
帝
を
称
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。 

バ
ー
テ
ィ
の
イ
ン
ド
訪
問
の
「
成
功
」
を
目
に
し
た
ヴ
ィ
ク

ト
リ
ア
は
、
国
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
を
認

識
す
る
よ
う
に
な
る
。
第
八
話
「
王
家
の
カ
ド
リ
ー
ル
」
で
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
ジ
ュ
ビ
リ
ー
（
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
国
王
在
位
五

十
周
年
記
念
祭
）
に
際
し
て
騎
乗
の
バ
ー
テ
ィ
（
イ
ギ
リ
ス
王

太
子
）
と
ド
イ
ツ
皇
太
子
（
後
の
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
）
が
ヴ

ィ
ク
ト
リ
ア
を
乗
せ
た
馬
車
に
従
う
姿
を
見
て
、
民
衆
が
歓
呼

す
る
。
第
十
話
「
待
機
の
日
々
」
で
は
、
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
ジ

ュ
ビ
リ
ー
（
国
王
在
位
六
十
周
年
記
念
祭
）
が
近
づ
く
中
、
バ

ー
テ
ィ
の
妻
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
（
ア
リ
ッ
ク
ス
）
が
、
自
分
の

弟
で
あ
る
ギ
リ
シ
ア
国
王
が
オ
ス
マ
ン
帝
国
と
対
立
し
て
い
る

こ
と
を
心
配
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
相
談
す
る
も
の
の
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
は
ダ
イ
ア
モ
ン
ド
・
ジ
ュ
ビ
リ
ー
の
こ
と
で
気
も
そ

ぞ
ろ
で
あ
る
。 

第
十
一
話
「
つ
い
に
国
王
に
」
で
は
、
ヴ
ィ
ク
リ
ア
の
死
を

う
け
て
バ
ー
テ
ィ
が
即
位
し
、
コ
ロ
ネ
イ
シ
ョ
ン
（
国
王
戴
冠

式
）
当
日
が
近
づ
く
。
貧
民
の
た
め
に
五
十
万
人
分
の
レ
モ
ネ

ー
ド
付
き
デ
ィ
ナ
ー
が
提
供
さ
れ
る
手
筈
に
な
っ
て
い
た
が
、

エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
体
調
悪
化
の
た
め
に
コ
ロ
ネ
イ
シ
ョ
ン
は

延
期
さ
れ
る
。
し
か
し
手
術
を
前
に
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、
コ

ロ
ネ
イ
シ
ョ
ン
・
デ
ィ
ナ
ー
を
延
期
す
る
な
、
と
王
妃
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ラ
に
言
う
。
病
が
癒
え
て
改
め
て
コ
ロ
ネ
イ
シ
ョ
ン
に

臨
ん
だ
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、
民
衆
か
ら
の
歓
呼
を
浴
び
る
。
こ
う

し
た
情
景
を
目
に
し
た
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
は
、「
彼
は
以
前
も
民
衆

か
ら
支
持
さ
れ
て
い
た
が
、
病
を
経
た
の
ち
は
さ
ら
に
多
く
の

民
衆
か
ら
支
持
さ
れ
る
だ
ろ
う
（If he w

as popular before, he 
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would be m
ore popular after illness

）」
と
言
う
。 

第
十
二
話
「
調
停
者
」
で
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
が
、
立
憲

君
主
と
し
て
の
自
分
の
役
割
が
制
限
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

に
不
満
を
強
め
、
自
ら
の
政
治
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て

の
能
力
を
実
証
す
る
た
め
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
訪
ね
る
ツ

ア
ー
を
開
始
す
る
。
ま
ず
南
欧
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
）

を
訪
問
す
る
が
、
つ
い
で
、
フ
ラ
ン
ス
社
会
で
は
南
ア
フ
リ
カ

戦
争
へ
の
反
発
が
強
い
、
と
の
外
相
ラ
ン
ズ
ダ
ウ
ン
か
ら
の
反

対
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
ス
を
訪
問
す
る
。
パ
リ
駅
に
到

着
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、
大
統
領
が
出
迎
え
て
い
る
の
に
も
関

わ
ら
ず
ブ
ー
イ
ン
グ
を
浴
び
、
エ
リ
ゼ
宮
の
バ
ル
コ
ニ
ー
に
姿

を
現
し
た
際
に
も
ブ
ー
イ
ン
グ
を
浴
び
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
罵

声
を
浴
び
せ
ら
れ
て
も
エ
ド
ワ
ー
ド
は
微
笑
み
な
が
ら
手
を
振

る
。
フ
ラ
ン
ス
政
界
の
要
人
た
ち
と
の
晩
さ
ん
会
で
は
英
仏
協

商
の
締
結
を
示
唆
し
、
フ
ラ
ン
ス
社
交
界
の
パ
ー
テ
ィ
で
は
イ

ギ
リ
ス
へ
の
反
感
を
あ
ら
わ
に
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
女
優
に
優
雅

に
あ
い
さ
つ
し
て
逆
に
魅
了
す
る
。
パ
リ
を
立
つ
と
き
に
は
エ

ド
ワ
ー
ド
は
人
気
者
に
な
っ
て
お
り
、
随
員
で
あ
る
カ
ッ
セ
ル

は 

「
彼
は
民
衆
の
心
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
（He can reach 

people

）」
と
言
う
。 

「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」
に
お
い
て
も
、「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の

人
々
」
と
同
様
に
、
主
人
公
で
あ
る
バ
ー
テ
ィ
＝
エ
ド
ワ
ー
ド

七
世
の
キ
ャ
リ
ア
の
推
移
が
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
（
ホ
ー
ム
ド
ラ

マ
）
的
な
文
法
の
中
で
描
か
れ
て
い
る
。 

ま
ず
親
子
関
係
に
注
目
す
る
と
、
第
一
話
「
少
年
」
で
は
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
が
ア
ル
バ
ー
ト
と
の
結
婚
一
年
後
に
娘
の
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
（
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
）
を
生
み
、
そ
の
す
ぐ
後
に
バ
ー
テ

ィ
を
懐
妊
し
た
こ
と
が
描
か
れ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
相
次
ぐ

妊
娠
の
せ
い
で
国
王
と
し
て
の
自
分
の
役
割
が
制
限
さ
れ
る
こ

と
を
心
配
す
る
。
第
二
話
「
実
験
的
教
育
」
で
は
、
バ
ー
テ
ィ

を
優
秀
な
君
主
に
育
て
上
げ
る
こ
と
を
ア
ル
バ
ー
ト
が
自
ら
の

最
優
先
課
題
に
し
、
自
身
が
受
け
た
教
育
を
息
子
の
た
め
に
繰

り
返
そ
う
と
す
る
。
し
か
し
バ
ー
テ
ィ
に
は
そ
れ
が
苦
痛
で
あ

り
、
成
果
は
芳
し
く
な
い
。
ア
ル
バ
ー
ト
は
バ
ー
テ
ィ
に
期
待

す
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
、
次
世
代
の
君
主
制
の
運
命
を
委
ね
る

べ
き
存
在
と
し
て
、
長
女
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
の
教
育
に
専
心
す
る
。 
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第
三
話
「
新
世
界
」
で
は
、
二
十
歳
に
な
る
直
前
の
バ
ー
テ

ィ
が
行
っ
た
北
ア
メ
リ
カ
（
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
）
訪

問
が
成
功
を
収
め
、
ア
ル
バ
ー
ト
／
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
を
喜
ば
せ

る
。
バ
ー
テ
ィ
も
、
自
分
の
持
つ
能
力
な
い
し
魅
力
を
自
覚
す

る
が
、
両
親
は
息
子
に
対
し
て
、
今
回
の
成
功
は
彼
の
力
に
よ

る
の
で
は
な
く
、
君
主
制
の
力
に
よ
る
の
だ
、
と
戒
め
る
。
北

ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
還
し
た
後
、
バ
ー
テ
ィ
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大

学
へ
入
学
す
る
が
、
む
し
ろ
軍
務
に
つ
く
こ
と
を
望
み
、
父
母

の
反
対
を
押
し
切
る
形
で
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
へ
赴
任
す
る
。
士
官

候
補
生
た
ち
に
囲
ま
れ
た
生
活
の
中
で
、
バ
ー
テ
ィ
は
性
的
イ

ニ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
経
験
す
る
。 

第
四
話
「
ア
リ
ッ
ク
ス
」
で
は
、
ア
ル
バ
ー
ト
／
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
が
バ
ー
テ
ィ
の
結
婚
相
手
を
探
し
始
め
、
そ
の
美
貌
が
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
中
の
王
族
た
ち
の
間
で
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
、
デ
ン

マ
ー
ク
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ラ
王
女
（
ア
リ
ッ
ク
ス
）
に
落
ち
着

く
。
し
か
し
ア
ル
バ
ー
ト
は
、
将
来
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
勢
力
配

置
を
展
望
し
て
、
愛
娘
で
あ
る
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
を
プ
ロ
イ
セ
ン
の

王
太
子
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（
フ
リ
ッ
ツ
）
に
既
に
嫁
が
せ
て
い
た

た
め
、
デ
ン
マ
ー
ク
と
プ
ロ
イ
セ
ン
の
間
の
緊
張
の
高
ま
り
に

不
安
を
抱
く
。
軍
務
を
経
験
し
た
後
、
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
復
学

し
た
は
ず
の
バ
ー
テ
ィ
が
、
ロ
ン
ド
ン
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
ホ

ー
ル
へ
頻
繁
に
通
い
、
女
性
歌
手
と
懇
ろ
に
な
っ
て
い
る
、
と

の
報
せ
が
ア
ル
バ
ー
ト
／
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
届
く
。
ア
ル
バ
ー

ト
は
自
ら
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
へ
赴
い
て
雨
中
に
バ
ー
テ
ィ
と
歩
き

な
が
ら
長
時
間
話
し
を
し
、親
子
は
互
い
の
考
え
を
理
解
す
る
。

し
か
し
、
そ
の
直
後
に
ア
ル
バ
ー
ト
が
チ
フ
ス
で
亡
く
な
っ
た

た
め
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
バ
ー
テ
ィ
の
関
係
は
決
定
的
に
悪
化

す
る
。 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
成
人
後
の
バ
ー
テ
ィ
に
対
し
て
、
君
主
と

し
て
の
役
割
の
ご
く
一
部
で
あ
っ
て
も
決
し
て
委
ね
よ
う
と
し

な
い
。
第
五
話
「
幾
十
万
の
歓
迎
」
で
は
、
首
相
パ
ー
マ
ス
ト

ン
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
バ
ー
テ
ィ
が
エ
ジ
プ
ト
、
ト
ル
コ
を

訪
問
す
る
。
南
北
戦
争
の
せ
い
で
原
綿
の
調
達
に
苦
し
む
イ
ギ

リ
ス
の
た
め
に
重
要
な
任
務
だ
っ
た
が
、
バ
ー
テ
ィ
が
大
過
な

く
そ
れ
を
こ
な
し
た
の
を
見
た
パ
ー
マ
ス
ト
ン
は
、
ヴ
ィ
ク
ト

リ
ア
は
バ
ー
テ
ィ
の
人
気
を
過
小
評
価
（underestim

ate

）
し
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て
い
る
、
と
言
う
。
第
六
話
「
目
に
見
え
な
い
女
王
」
で
は
、

首
相
グ
ラ
ッ
ド
ス
ト
ン
が
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
、
バ
ー
テ
ィ
を
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
副
王
に
任
命
さ
せ
よ
う
と
働
き
か
け
る
が
、
ヴ
ィ

ク
ト
リ
ア
は
そ
れ
を
拒
む
。 

第
十
話
「
待
機
の
年
月
」
で
も
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
バ
ー
テ

ィ
が
政
務
に
関
わ
る
こ
と
を
認
め
よ
う
と
せ
ず
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
王
族
た
ち
が
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
た
際
に
そ
の
ホ
ス
ト
役
を
勤

め
る
こ
と
が
バ
ー
テ
ィ
に
と
っ
て
ほ
ぼ
唯
一
の
公
務
で
あ
る
。

一
九
〇
一
年
初
頭
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
体
調
悪
化
が
電
話
で
バ

ー
テ
ィ
に
伝
え
ら
れ
、
駆
け
つ
け
て
き
た
息
子
に
ヴ
ィ
ク
ト
リ

ア
は
「
バ
ー
テ
ィ
」
と
声
を
か
け
て
死
ぬ
。 

次
に
、
妻
ア
リ
ッ
ク
ス
と
バ
ー
テ
ィ
＝
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の

関
係
の
描
か
れ
方
に
注
目
し
た
い
。
両
者
の
結
婚
は
ア
ル
バ
ー

ト
／
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
、
ア
ル
バ
ー
ト
の
死

後
は
、
バ
ー
テ
ィ
の
リ
ビ
ド
ー
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
を
主
な

目
的
と
し
て
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
よ
っ
て
半
ば
強
制
さ
れ
た
、
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ア
リ
ッ
ク
ス
が
デ
ン
マ
ー
ク

王
家
の
出
身
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
後
の
国
際
政
治
の
帰
趨
に

重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
っ
た
、
と
示
唆
さ
れ
る
。 

第
五
話
「
幾
十
万
の
歓
迎
」
で
は
、
バ
ー
テ
ィ
の
結
婚
に
関

し
て
は
ア
ル
バ
ー
ト
の
死
後
一
年
の
喪
が
明
け
る
の
を
待
つ
必

要
は
な
い
、
と
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
が
決
め
、
ア
リ
ッ
ク
ス
と
の
結

婚
に
踏
み
切
る
よ
う
に
バ
ー
テ
ィ
に
圧
力
を
加
え
る
。
結
婚
後

の
バ
ー
テ
ィ
と
ア
リ
ッ
ク
ス
の
夫
婦
仲
は
良
好
だ
っ
た
が
、
プ

ロ
イ
セ
ン
と
デ
ン
マ
ー
ク
の
戦
争
が
近
づ
く
と
、
プ
ロ
イ
セ
ン

王
太
子
夫
妻
（
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
と
フ
リ
ッ
ツ
）
を
含
む
、
ア
ル
バ

ー
ト
を
偲
ぶ
家
族
再
会
の
場
で
、
ア
リ
ッ
ク
ス
が
ド
イ
ツ
人
を

排
斥
す
る
発
言
を
行
な
い
、ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
か
ら
叱
責
さ
れ
る
。 

第
六
話
「
目
に
見
え
な
い
女
王
」
で
は
、
バ
ー
テ
ィ
と
ア
リ

ッ
ク
ス
の
間
に
は
多
く
の
子
供
た
ち
が
生
ま
れ
た
も
の
の
、
ア

リ
ッ
ク
ス
が
リ
ュ
ー
マ
チ
熱
で
苦
し
み
、
歩
行
が
不
自
由
に
な

っ
て
い
る
姿
が
描
か
れ
る
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
シ
ュ
レ
ス
ヴ
ィ
ヒ

＝
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
が
プ
ロ
イ
セ
ン
に
併
合
さ
れ
た
こ
と
に
反

発
す
る
ア
リ
ッ
ク
ス
は
、
プ
ロ
イ
セ
ン
王
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と
面

会
す
る
こ
と
を
拒
む
が
、
バ
ー
テ
ィ
か
ら
の
説
得
を
受
け
入
れ

て
、
結
局
面
会
す
る
。 
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他
方
で
ア
リ
ッ
ク
ス
は
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
三

世
（
サ
ー
シ
ャ
）
と
結
婚
し
た
自
分
の
妹
マ
リ
ー
・
ダ
ウ
マ
ー

（
ミ
ニ
ー
）
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
自
然
、
バ
ー
テ
ィ
／
ア

リ
ッ
ク
ス
一
家
は
、
ロ
シ
ア
皇
帝
夫
妻
と
と
も
に
デ
ン
マ
ー
ク

で
過
ご
す
時
間
が
長
く
な
る
。
第
七
話
「
最
愛
の
王
子
」
で
は
、

バ
ー
テ
ィ
が
サ
ー
シ
ャ
に
、
国
王
は
民
衆
の
中
に
入
っ
て
い
く

べ
き
だ
と
言
う
と
、
サ
ー
シ
ャ
は
イ
ギ
リ
ス
と
ロ
シ
ア
で
は
治

安
の
状
況
が
違
う
、
と
反
発
す
る
。
第
八
話
「
王
家
の
カ
ド
リ

ー
ル
」
で
も
、
バ
ー
テ
ィ
／
ア
リ
ッ
ク
ス
は
デ
ン
マ
ー
ク
へ
赴

き
、ギ
リ
シ
ア
国
王
ジ
ョ
ー
ジ（
ア
リ
ッ
ク
ス
と
ミ
ニ
ー
の
弟
）、

ロ
シ
ア
皇
帝
夫
妻
（
サ
ー
シ
ャ
と
ミ
ニ
ー
）
な
ど
の
親
類
た
ち

に
合
流
す
る
。
そ
し
て
バ
ー
テ
ィ
は
サ
ー
シ
ャ
に
、
抑
圧
策
を

と
る
こ
と
は
か
え
っ
て
危
険
だ
と
重
ね
て
警
告
し
、
改
革
を
続

け
る
こ
と
を
勧
め
る
。
ミ
ニ
ー
は
姉
の
ア
リ
ッ
ク
ス
に
、
前
皇

帝
（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
二
世
）
が
暗
殺
さ
れ
た
よ
う
に
、
自
分

の
家
族
に
も
危
害
が
及
ぶ
の
で
は
と
心
配
し
て
い
る
、と
言
う
。 

他
方
、
バ
ー
テ
ィ
は
、
ア
リ
ッ
ク
ス
と
の
結
婚
後
も
、
多
数

の
愛
人
た
ち
と
関
係
を
持
ち
続
け
る
。
愛
人
た
ち
は
イ
ギ
リ
ス

社
交
界
で
活
動
す
る
既
婚
の
貴
族
女
性
た
ち
で
あ
り
、
こ
う
し

た
女
性
た
ち
の
夫
は
、
自
分
の
妻
と
バ
ー
テ
ィ
の
関
係
を
黙
認

し
て
い
る
。
し
か
し
妻
と
バ
ー
テ
ィ
の
愛
人
関
係
を
黙
認
で
き

な
い
夫
も
お
り
、
そ
う
し
た
経
緯
が
メ
デ
ィ
ア
で
取
り
上
げ
ら

れ
、
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
化
す
る
、
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
繰
り
返
さ

れ
る
。 

第
六
話
「
目
に
見
え
な
い
女
王
」
で
は
、
バ
ー
テ
ィ
と
関
係

を
持
っ
た
あ
る
貴
族
の
妻
が
夫
と
離
婚
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
訴
訟
に
関
わ
っ
て
、
バ
ー
テ
ィ
は
証
人
と
し
て
裁
判
所
に
喚

問
さ
れ
る
。
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
は
、
君
主
制
へ
の
信
頼
を
取
り
戻

す
の
に
三
十
年
か
か
っ
た
の
に
、
バ
ー
テ
ィ
が
そ
れ
を
破
壊
し

た
、
と
言
い
、
ア
リ
ッ
ク
ス
は
、
実
家
で
あ
る
デ
ン
マ
ー
ク
へ

子
供
た
ち
を
連
れ
て
里
帰
り
を
す
る
。
バ
ー
テ
ィ
夫
妻
が
オ
ペ

ラ
を
観
劇
し
よ
う
と
す
る
と
、
バ
ー
テ
ィ
は
客
席
か
ら
の
ブ
ー

イ
ン
グ
を
浴
び
る
。
第
八
話
「
王
家
の
カ
ド
リ
ー
ル
」
で
は
、

リ
リ
ー
・
ラ
ン
グ
ト
リ
ー
が
バ
ー
テ
ィ
の
新
た
な
愛
人
と
な
る
。

愛
人
関
係
が
終
了
し
た
後
、
リ
リ
ー
は
女
優
に
転
身
し
、
ア
メ

リ
カ
の
演
劇
界
で
彼
女
が
活
躍
す
る
姿
が
描
か
れ
る
。 
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第
九
話
「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」
で
は
、
バ
ー
テ
ィ
と
ブ
ル
ッ
ク

ス
卿
夫
人
の
間
で
愛
人
関
係
が
始
ま
る
が
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
卿
夫

人
が
、
彼
女
の
元
愛
人
の
海
軍
将
校
、
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ベ
レ
ス

フ
ォ
ー
ド
卿
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
が
ベ
レ
ス
フ
ォ
ー
ド
卿
夫

人
の
手
に
落
ち
、
同
夫
人
は
そ
れ
を
事
務
弁
護
士
に
預
け
る
。

バ
ー
テ
ィ
は
ブ
ル
ッ
ク
ス
卿
夫
人
の
求
め
に
応
じ
、
事
務
弁
護

士
に
会
い
、
手
紙
を
破
棄
す
る
こ
と
を
求
め
る
が
、
事
務
弁
護

士
に
拒
ま
れ
る
。
つ
い
で
バ
ー
テ
ィ
は
ベ
レ
ス
フ
ォ
ー
ド
卿
夫

人
自
身
を
訪
ね
、
同
じ
こ
と
を
要
求
す
る
。
こ
れ
に
怒
っ
た
ベ

レ
ス
フ
ォ
ー
ド
卿
は
、「
ブ
ル
ッ
ク
ス
卿
夫
人
事
件
」
に
関
し
て

記
者
会
見
を
開
く
意
向
を
示
し
、
バ
ー
テ
ィ
が
夫
妻
に
謝
罪
し

な
い
な
ら
ば
バ
ー
テ
ィ
の
私
生
活
を
暴
く
、
と
言
う
。
バ
ー
テ

ィ
が
ベ
レ
ス
フ
ォ
ー
ド
卿
に
宛
て
て
謝
罪
文
を
書
く
こ
と
に
な

り
、
ベ
レ
ス
フ
ォ
ー
ド
卿
は
記
者
会
見
を
キ
ャ
ン
セ
ル
す
る
。 

バ
ー
テ
ィ
の
姉
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
の
結
婚
生
活
も
、
バ
ー
テ
ィ
の

そ
れ
に
並
行
さ
せ
る
形
で
描
か
れ
る
。
理
想
の
君
主
像
を
体
現

し
う
る
存
在
と
し
て
ア
ル
バ
ー
ト
が
最
も
期
待
を
か
け
た
の
が

ヴ
ィ
ッ
キ
ー
で
あ
り
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
、
ア
ル
バ
ー
ト
／

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
国
際
政
治
戦
略
に
基
づ
い
て
プ
ロ
イ
セ
ン
の

王
太
子
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
（
フ
リ
ッ
ツ
）
と
結
婚
し
て
い
た
。
プ

ロ
イ
セ
ン
王
室
に
輿
入
れ
し
た
後
も
、
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
は
両
親
と

の
間
で
頻
繁
に
書
簡
の
や
り
と
り
を
す
る
。 

第
八
話
「
王
家
の
カ
ド
リ
ー
ル
」
で
は
、
バ
ー
テ
ィ
夫
妻
が

ド
イ
ツ
の
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
夫
妻
を
訪
問
す
る
。
バ
ー
テ
ィ
は
ヴ
ィ

ッ
キ
ー
夫
妻
の
長
男
で
あ
る
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
王
子（
ヴ
ィ
リ
ー
）

と
会
う
が
、
踵
を
鳴
ら
し
て
挨
拶
す
る
な
ど
、
ヴ
ィ
リ
ー
は
典

型
的
な
プ
ロ
イ
セ
ン
の
軍
人
貴
族
的
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
と

ヴ
ィ
リ
ー
の
関
係
は
悪
く
、
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
は
、
そ
れ
が
ヴ
ィ
ッ

キ
ー
夫
妻
の
嫌
悪
す
る
ビ
ス
マ
ル
ク
の
差
し
金
の
せ
い
だ
、
と

解
釈
し
て
い
る
。 

第
九
話
「
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
」
で
は
、
癌
を
患
っ
て
い
た
フ
リ

ッ
ツ
が
短
期
間
ド
イ
ツ
皇
帝
と
し
て
在
位
し
た
後
に
死
去
す
る
。

ヴ
ィ
ッ
キ
ー
は
、
今
や
ド
イ
ツ
皇
帝
と
な
っ
た
自
分
の
息
子
を

自
分
は
恐
れ
て
い
る
、
と
バ
ー
テ
ィ
に
言
う
。 

第
十
一
話
「
つ
い
に
国
王
に
」
で
は
、
即
位
後
間
も
な
い
エ

ド
ワ
ー
ド
七
世
が
、
夫
と
同
様
に
癌
を
患
っ
て
余
命
い
く
ば
く
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も
な
い
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
に
会
う
た
め
に
ド
イ
ツ
へ
赴
く
。
ヴ
ィ
ッ

キ
ー
は
エ
ド
ワ
ー
ド
に
、
ヴ
ィ
リ
ー
は
、
今
は
「
家
族
」
の
一

員
に
な
れ
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
る
が
、
や
が
て
イ
ギ
リ
ス
へ
の

憎
悪
と
嫉
妬
に
染
ま
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
と
警
告
す
る
。 

母
親
の
影
響
力
か
ら
免
れ
た
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
は
、
積
極
的

な
活
動
を
開
始
す
る
。
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
国
王
と
し
て
華
や

か
な
外
交
を
展
開
す
る
が
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
国
家
に
と
っ
て

最
大
の
外
交
課
題
は
、
興
隆
す
る
ド
イ
ツ
帝
国
と
ど
の
よ
う
に

折
り
合
い
を
つ
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
う
し
た
課

題
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
に
と
っ
て
は
、
彼
の
甥
で
あ
る
ド
イ
ツ
皇

帝
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
（
ヴ
ィ
リ
ー
）
と
、「
家
族
」
と
し
て
ど

の
よ
う
に
付
き
合
う
か
と
い
う
形
で
具
体
化
し
た
、
と
番
組
は

示
唆
す
る
。 

ヴ
ィ
リ
ー
は
、
ア
ル
バ
ー
ト
／
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
長
期
的
戦

略
に
基
づ
い
て
誕
生
し
た
ド
イ
ツ
皇
帝
だ
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス

国
家
に
対
し
て
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
感
情
を
抱
く
よ
う
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
理
由
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
／
バ
ー
テ
ィ
の
母
子

関
係
と
相
似
形
を
な
す
よ
う
に
、
ヴ
ィ
リ
ー
と
そ
の
母
親
ヴ
ィ

ッ
キ
ー
の
関
係
が
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ト
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に

起
因
し
て
い
た
、
と
示
唆
さ
れ
る
。
第
三
話
「
新
世
界
」
に
お

い
て
ヴ
ィ
ッ
キ
ー
が
ヴ
ィ
リ
ー
を
出
産
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
描

か
れ
る
が
、
そ
の
際
の
事
故
で
ヴ
ィ
リ
ー
の
片
腕
に
は
障
が
い

が
残
る
。
ア
ル
バ
ー
ト
／
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
バ
ー
テ
ィ
の
知
的

能
力
へ
の
失
望
感
と
、
ヴ
ィ
リ
ー
の
身
体
障
が
い
に
起
因
す
る

ヴ
ィ
ッ
キ
ー
と
息
子
の
気
ま
ず
さ
は
対
応
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。 

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
が
多
産
で
あ
り
、
そ
の
子
・
孫
た
ち
が
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
諸
王
家
の
子
女
と
の
間
で
婚
姻
関
係
を
結
ん
で
い
っ
た

た
め
に
、
一
九
世
紀
末
に
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
を
核
と
す
る
、

比
較
的
規
模
の
大
き
な
姻
戚
集
団
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
王
家
の
間

に
出
来
上
が
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
、
毎
年
夏
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

の
離
宮
の
所
在
す
る
地
域
に
集
ま
り
、
共
に
休
暇
を
過
ご
す
よ

う
に
な
る
。
そ
の
際
、
ヴ
ィ
リ
ー
は
、
両
親
と
の
折
り
合
い
が

悪
か
っ
た
こ
と
、
そ
の
性
格
が
偏
頗
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
家

族
」
内
の
「
鼻
つ
ま
み
者
」
に
な
っ
て
い
た
、
と
し
て
描
か
れ

る
。
し
か
し
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
ヴ
ィ
リ
ー
の
関
係
は
良
好
で
あ

り
、
ヴ
ィ
リ
ー
は
祖
母
を
敬
愛
し
て
い
る
。
他
方
、
叔
父
で
あ
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る
バ
ー
テ
ィ
よ
り
も
先
に
君
主
の
地
位
に
つ
い
た
ヴ
ィ
リ
ー
は

バ
ー
テ
ィ
を
見
下
す
態
度
を
と
る
よ
う
に
な
り
、
両
者
の
関
係

は
悪
化
す
る
。 

第
十
一
話
「
つ
い
に
国
王
に
」
で
は
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
が
危

篤
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
ヴ
ィ
リ
ー
が
ド
イ
ツ
か
ら
駆
け
つ
け
、

そ
の
死
後
も
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
葬
儀
が
終
る
ま
で
イ
ギ
リ
ス
に

と
ど
ま
る
。
ヴ
ィ
リ
ー
は
、
即
位
し
た
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
に
英

独
で
世
界
を
管
理
（police

）
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
エ
ド
ワ
ー

ド
も
英
独
同
盟
の
可
能
性
に
つ
い
て
ソ
ー
ル
ズ
ベ
リ
、
バ
ル
フ

ォ
ア
な
ど
の
政
治
家
た
ち
と
検
討
し
よ
う
と
す
る
。
し
か
し
首

相
バ
ル
フ
ォ
ア
は
、
か
つ
て
の
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
と
同
様
に
エ
ド

ワ
ー
ド
の
知
的
能
力
を
低
く
見
て
お
り
、
相
手
に
し
よ
う
と
し

な
い
。 

第
十
二
話
「
調
停
者
」
で
は
、
そ
の
後
も
ヴ
ィ
リ
ー
が
定
期

的
に
イ
ギ
リ
ス
を
訪
れ
、
甥
の
高
慢
な
態
度
に
エ
ド
ワ
ー
ド
七

世
が
辟
易
す
る
姿
が
描
か
れ
る
。
南
ア
フ
リ
カ
戦
争
で
失
態
を

続
け
る
イ
ギ
リ
ス
軍
に
関
し
て
ヴ
ィ
リ
ー
は
エ
ド
ワ
ー
ド
に
訓

戒
を
垂
れ
る
一
方
で
、
英
独
同
盟
の
可
能
性
が
潰
え
た
後
は
、

ド
イ
ツ
陸
海
軍
の
拡
大
を
指
示
し
て
い
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
も
こ

れ
に
対
応
し
、イ
ギ
リ
ス
陸
軍
の
改
革
に
関
心
を
示
す
。ま
た
、

海
軍
卿
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
が
ド
イ
ツ
海
軍
を
直
接
攻
撃
す
る
こ
と

を
エ
ド
ワ
ー
ド
に
提
案
し
、
そ
の
た
め
に
ド
レ
ッ
ド
ノ
ー
ト
級

戦
艦
を
建
造
す
る
べ
き
だ
、
と
言
う
。 

日
露
戦
争
で
ロ
シ
ア
が
敗
れ
た
後
、
ヴ
ィ
リ
ー
は
エ
ド
ワ
ー

ド
七
世
の
義
理
の
甥
で
あ
る
ニ
コ
ラ
イ
二
世
（
ニ
ッ
キ
ー
）
と

会
談
し
、
エ
ド
ワ
ー
ド
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
支
配
者
（ruler of 

Europe

）
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
、
と
言
う
。
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、

ド
イ
ツ
＝
ロ
シ
ア
同
盟
を
阻
む
た
め
に
は
ニ
ッ
キ
ー
の
説
得
が

必
要
だ
と
判
断
し
、
ミ
ニ
ー
（
ア
リ
ッ
ク
ス
の
妹
、
故
サ
ー
シ

ャ
の
妻
、
ニ
ッ
キ
ー
の
母
）
を
通
じ
て
ロ
シ
ア
の
指
導
層
に
働

き
か
け
よ
う
と
す
る
。し
か
し
ミ
ニ
ー
は
、ニ
ッ
キ
ー
は
弱
く
、

妻
（
や
は
り
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
の
孫
の
一
人
）
と
ヴ
ィ
リ
ー
に

支
配
さ
れ
て
い
る
、
と
言
う
。 

第
十
三
話
「
旧
き
良
き
エ
デ
ィ
」
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
へ
招
か

れ
た
ヴ
ィ
リ
ー
が
突
如
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
の
執
務
室
に
押
し
入

っ
て
く
る
。
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、
ド
イ
ツ
が
軍
備
を
拡
充
す
る
の
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で
イ
ギ
リ
ス
も
そ
れ
に
対
応
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
だ
、
と
ヴ
ィ

リ
ー
に
言
う
。
ヴ
ィ
リ
ー
は
、
ド
イ
ツ
の
軍
備
は
イ
ギ
リ
ス
に

向
け
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
商
業
活
動
を
守
る
た
め
の
も
の

で
も
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
首
相
キ
ャ
ン
ベ
ル
＝
バ
ン
ナ
マ
ン

は
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
に
対
す
る
嫉
妬
と
称
賛

の
混
成
物
（m

ixture of jealousy and adm
iration

）
だ
」
と
言

い
、
こ
れ
に
対
し
て
ア
ス
キ
ス
は
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
が
家

族
内
の
口
喧
嘩
（fam

ily squabble
）
の
よ
う
に
見
え
る
」
と
言

う
。
ド
イ
ツ
陸
海
軍
の
軍
備
拡
大
は
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
明
ら

か
な
脅
威
で
あ
り
、
エ
ド
ワ
ー
ド
は
対
抗
策
と
し
て
、
ニ
ッ
キ

ー
の
伯
母
で
あ
る
妻
ア
リ
ッ
ク
ス
を
伴
い
、ロ
シ
ア
を
訪
れ
る
。

エ
ド
ワ
ー
ド
は
ロ
シ
ア
帝
国
首
相
ス
ト
ル
イ
ピ
ン
に
ロ
シ
ア
社

会
を
自
由
化
す
る
こ
と
を
勧
め
る
。
さ
ら
に
エ
ド
ワ
ー
ド
は
、

ヴ
ィ
リ
ー
と
の
関
係
を
修
復
す
る
た
め
に
ド
イ
ツ
も
訪
れ
て
英

独
の
勢
力
均
衡
を
提
案
す
る
が
、
そ
の
結
果
健
康
を
損
な
い
、

間
も
な
く
死
に
至
る
。 

 
 

四

結
び
に
代
え
て

 

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
バ
ト
ラ
ー
が
そ
の
脚
本
を
執
筆

し
た
二
つ
の
テ
レ
ビ
番
組
（「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
人
々
」、「
エ

ド
ワ
ー
ド
七
世
」）
の
主
要
な
テ
ー
マ
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
お
け
る
君
主
（
的
）
権
力
の
あ
り
よ
う
と
、

そ
れ
ら
を
行
使
す
る
人
々
が
属
し
た「
家
族
」の
関
係
で
あ
り
、

そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、「
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」
と

い
う
ジ
ャ
ン
ル
を
生
み
出
し
た
、と
評
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

一
九
世
紀
後
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
社
会
、
と
り
わ
け
イ
ギ

リ
ス
社
会
で
は
、「
自
立
し
た
男
性
に
よ
っ
て
家
族
（
妻
子
）
は

保
護
さ
れ
、
そ
の
家
庭
内
で
妻
は
夫
を
支
え
る
」
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
近
代
家
族
の
イ
メ
ー
ジ
が
定
式
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
自
由
主
義
、
中
産
階
級
的
倫
理
観
が
全
盛
を
迎
え
る
中
、

そ
れ
ら
を
補
完
す
る
か
の
よ
う
に
、
家
族
関
係
に
関
し
て
は
男

女
の
役
割
分
担
、
主
婦
の
「
家
庭
の
天
使
」
視
な
ど
を
内
容
と

す
る
、
核
家
族
の
理
念
が
強
く
主
張
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。 

か
く
し
て
、イ
ギ
リ
ス
社
会
の
広
い
範
囲
の
人
々
が「
家
族
」
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の
あ
り
方
へ
の
関
心
を
強
め
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
中
、
王
室

と
国
民
の
間
で
「
理
想
的
な
家
族
」
像
を
め
ぐ
る
共
鳴
現
象
が

生
じ
る
。
実
際
に
は
「
家
族
」
の
あ
り
方
へ
の
関
心
を
強
め
て

い
た
の
は
主
と
し
て
中
産
階
級
で
あ
り
、
貴
族
や
労
働
者
層
で

は
必
ず
し
も
そ
の
よ
う
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
イ
ギ
リ
ス
王

室
で
は
、
中
産
階
級
の
文
化
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
へ
の
接
近
を
意
識

し
て
い
た
王
配
ア
ル
バ
ー
ト
の
発
意
に
よ
り
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

女
王
と
彼
の
構
成
す
る
「
王
家
」
を
「
近
代
家
族
」
と
し
て
提

示
し
よ
う
と
す
る
選
択
が
行
わ
れ
た
。
結
果
的
に
、
機
を
見
る

の
に
敏
な
イ
ギ
リ
ス
王
室
と
、
中
産
階
級
的
倫
理
観
に
領
導
さ

れ
た
国
民
に
よ
っ
て
「
家
族
重
視
」
と
い
う
理
念
が
共
有
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
ア
ル
バ
ー
ト
の
目
論
見
通
り
、
イ
ギ
リ
ス
社

会
で
は
、
王
室
と
国
民
の
間
で
の
一
体
感
が
他
の
列
強
社
会
に

先
駆
け
て
強
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
（
一
九
）
。 

他
方
、
一
九
世
紀
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
で
は
、
音
楽
家
で

あ
る
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
が
、
そ
の
提
供
す
る
楽
曲
や
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
通
じ
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
の
広
い
層
と
の
間

で
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ジ
の
高
い
共
鳴
を
生
じ
さ
せ
た
。
ま
た
、
家
族

と
い
う
側
面
に
注
目
し
て
「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
人
々
」
を
見

る
と
、
既
に
確
認
し
た
よ
う
に
、
女
性
た
ち
は
「
あ
く
ま
で
も

サ
ポ
ー
ト
役
だ
が
、
不
可
欠
の
存
在
（
男
た
ち
の
活
力
と
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
源
）」
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。 

そ
う
し
た
事
情
（
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
け

る
、
家
族
理
念
を
通
じ
て
の
王
室
と
国
民
の
共
鳴
現
象
）
は
、

一
九
六
〇
～
七
〇
年
代
に
は
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
歴
史
学
研
究

で
は
ま
だ
黙
過
さ
れ
て
い
た
（
二
〇
）
。
他
方
、
こ
の
時
期
に
は
、

同
時
代
の
「
家
族
の
あ
り
方
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
ソ
ー
プ
・
オ

ペ
ラ
（
ホ
ー
ム
ド
ラ
マ
）
と
呼
ば
れ
る
テ
レ
ビ
番
組
の
ジ
ャ
ン

ル
が
イ
ギ
リ
ス
社
会
で
は
確
立
し
、
広
く
社
会
一
般
に
よ
っ
て

視
聴
さ
れ
、
議
論
の
対
象
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
当

時
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
に
お
い
て
「
近
代
家
族
」
と
い
う
枠
組
み

が
動
揺
し
始
め
て
い
た
こ
と
（
女
性
た
ち
の
公
的
場
面
で
の
存

在
感
の
高
ま
り
、
女
性
た
ち
の
高
等
教
育
へ
の
進
学
率
の
高
ま

り
、
離
婚
率
の
高
ま
り
、
世
代
間
ギ
ャ
ッ
プ
の
広
が
り
な
ど
）

が
、
そ
う
し
た
番
組
へ
の
視
聴
者
た
ち
の
関
心
を
高
め
た
、
と

考
え
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
図
ら
ず
も
、
と
言
う
べ
き
か
、「
近
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代
家
族
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス

王
室
の
検
証
が
、
一
〇
〇
年
を
経
て
「
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」

と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
、と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。 

「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
家
の
人
々
」
及
び
「
エ
ド
ワ
ー
ド
七
世
」

の
制
作
者
た
ち
と
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
一
般
の
視
聴
者
た
ち
は
、

既
に
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
の
文
法
と
課
題
意
識
を
共
有
す
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
二
つ
の
番
組
が
制
作
さ
れ
、
享
受
さ
れ
る
中

で
、
上
記
の
よ
う
な
事
情
（
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
［
及

び
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
］
社
会
で
は
、
家
族
概
念
を
通
じ
て
王
室

［
及
び
、
大
衆
化
し
つ
つ
あ
る
社
会
で
、
カ
リ
ス
マ
的
才
能
を

発
揮
す
る
人
々
］
と
国
民
の
共
鳴
が
生
じ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
）
を
察
知
し
、「
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
」
へ
の
熱
狂
と
、
ジ

ャ
ン
ル
と
し
て
の
確
立
を
も
た
ら
し
た
の
で
は
、
と
考
え
ら
れ

る
（
二
一
）
。 

 
 

（
一
）

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
上
流
階
級
を
主
役
と
す
る
、
イ
ギ
リ
ス
発
の
歴
史
物
ド
ラ
マ
の

世
界
的
隆
盛
を
決
定
づ
け
た
の
は
、
と
も
に
一
九
八
一
年
に
放
送
／
公
開
さ
れ
た

Brideshead Revisited

（
Ｉ
Ｔ
Ｖ
で
放
送
さ
れ
た
）
とChariots of Fire

（
邦
題
は
『
炎

 

の
ラ
ン
ナ
ー
』）
だ
っ
た
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。Andrew Higson, ̒Heritage Cinem

a 
and Television

 ̓, in David M
orey and Kevin Robins (eds), British Cultural Studies: 

Geography, Nationality, and Identity (Oxford: Oxford University Press, 2001), 
p.249. 

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
成
功
を
準
備
し
た
の
が
、
バ
ト
ラ
ー
が
脚
本
を
執

筆
し
た
番
組
だ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
本
田
毅
彦
「
一
九
七
〇
～
八
〇
年
代
イ
ギ
リ

ス
の
テ
レ
ビ
業
界
に
見
る
王
室
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
の
起
源
と
展
開
」『
京
都
メ
デ
ィ
ア

史
研
究
年
報
』
六
号
、
二
〇
二
〇
年
、
三
九―

六
六
頁
。 

（
二
） 

そ
の
第
一
シ
ー
ズ
ン
が
二
〇
一
六
年
一
一
月
に
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
で
リ
リ
ー

ス
さ
れ
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
以
降
、
第
四
シ
ー
ズ
ン
の
リ
リ
ー
ス
が
継
続
し
て
い
る

The Crown

（
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
の
「
治
世
」
を
描
く
）
に
関
連
し
て
ア
ビ
ス
は
、
近

年
「
発
想
の
点
で
も
、
美
学
的
な
観
点
か
ら
も
革
新
的
な
歴
史
物
ド
ラ
マ
（period 

dram
a

）
が
出
現
す
る
こ
と
が
、
制
度
上
、
技
術
上
の
発
展
か
ら
可
能
に
な
っ
て
い
る
」

と
言
う
。W

ill Stanford Abbiss, ̒Proposing a Post-heritage Critical Fram
ework: The 

Crown, Am
biguity, and M

edia Self-consciousness̓, Television &
 New M

edia, Vol. 
21(8), 2020, p.837. 

（
三
） David Chaney, ̒The M

ediated M
onarchy

,̓ in David M
orey and Kevin Robins 

(eds), British Cultural Studies: Geography, Nationality, and Identity (Oxford: 
Oxford University Press, 2001), p.207. 

（
四
） Katherine Byrne, Edwardians on Screen: From Downton Abbey to Parade̓s 

End (Basingstoke, Ham
pshire: Palgrave M

acm
illan, 2015), p.4. 

（
五
） 

イ
ギ
リ
ス
・
テ
レ
ビ
業
界
に
お
け
る
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
の
嚆
矢
は
、
一
九
六
二

年
に
放
送
が
始
ま
っ
たCoronation Street

で
あ
り
、「
普
通
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
暮
ら

す
住
民
た
ち
の
日
常
生
活
」
を
描
く
も
の
だ
っ
た
が
、
家
庭
的
メ
ロ
ド
ラ
マ
を
社
会
的

リ
ア
リ
ズ
ム
に
結
び
付
け
、
視
聴
者
に
「
娯
楽
」
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
階

級
に
属
す
る
人
々
の
生
活
環
境
の
変
化
を
提
示
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
た
、
と
さ
れ

る
。John Corner, ̒Television and Culture: Duties and Pleasures̓, in David M

orley 
and Kevin Robins (eds), British Cultural Studies: Geography, Nationality, and 
Identity (Oxford: Oxford University Press, 2001), p.267. 
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（
六
）Coronation Street

は
、
同
番
組
を
撮
影
す
る
た
め
に
ス
タ
ジ
オ
内
部
に
組
み
立

て
ら
れ
た
「
街
路
」
に
お
い
て
、
複
数
カ
メ
ラ
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
。Vera Gottlieb, 

ʻBrookside: ̒Dam
on

s̓ YTS Com
es to an End

 ̓(Barry W
oodward): Paradoxes and 

contradictions̓, in George W
. Brandt (ed.), British Television Drama in the 1980s 

(Cam
bridge: Cam

bridge University Press, 1993), p.47. 

そ
の
結
果
、
イ
ギ
リ
ス
社
会

に
お
い
て
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
が
成
熟
し
、
独
自
の
「
美
学
（aesthetics

）」
を
発
展
さ

せ
始
め
た
時
に
さ
え
、「
テ
レ
ビ
・
ド
ラ
マ
の
演
劇
と
の
つ
な
が
り
が
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
の
ラ
イ
ブ
的
側
面
の
強
調
を
も
た
ら
し
た
」
と
さ
れ
る
。Elke W

eism
an, 

Transnational Television Drama: Special Relations and M
utual Influence between 

the US and UK (Basingstoke, Ham
pshire: Palgrave M

acm
illan, 2012), p.69.  

（
七
） 

コ
ー
フ
ィ
ー
は
、
連
続
ド
ラ
マ
番
組
（dram

atic serial

）
こ
そ
が
テ
レ
ビ
の
ナ
ラ

テ
ィ
ヴ
の
「
古
典
的
様
式
」
な
の
か
も
し
れ
な
い
、
と
言
う
。
す
な
わ
ち
、
放
送
と
い

う
形
態
か
ら
視
聴
者
は
そ
れ
を
家
庭
で
気
軽
に
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
番
組
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
が
規
則
的
パ
タ
ー
ン
を
提
供
し
た
た
め
、
連
続
物
語
（serial 

narrative

）
は
放
送
ド
ラ
マ
の
主
軸
と
な
っ
た
。
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
や
犯
罪
ド
ラ
マ
・

シ
リ
ー
ズ
を
通
じ
て
視
聴
者
は
「
訓
練
」
さ
れ
て
い
き
、
番
組
の
途
中
で
「
中
断
さ
れ

る
し
、
ま
た
中
断
さ
れ
る
可
能
性
を
絶
え
ず
は
ら
む
物
語
へ
の
適
応
性
」
が
発
展
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
。John Caughie, Television Drama: Realism, M

odernism, and 
British Culture (Oxford: Oxford University Press, 2000), p.205. 

（
八
） 

イ
ギ
リ
ス
版
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
は
、「
か
な
り
シ
リ
ア
ス
な
ド
ラ
マ
も
失
敗
し
て

き
た
よ
う
な
仕
方
で
、
女
性
た
ち
の
様
々
な
役
割
・
問
題
・
能
力
を
強
く
前
面
に
押
し

出
し
て
き
た
」
と
さ
れ
る
。John Corner, op. cit., p.267. 

（
九
） 

既
に
一
九
八
〇
年
代
半
ば
の
時
点
で
、
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
は
、
子
供
向
け
番
組

と
並
ん
で
女
性
作
家
た
ち
が
そ
の
番
組
の
脚
本
を
執
筆
す
る
割
合
の
高
い
ジ
ャ
ン
ル

だ
っ
た
。Liz Bird and Jo Eliot, ̒The Life and Loves of a She-Devil (Fay W

eldon – 
Ted W

hitehead)̓, in George W
. Brandt (ed.), British Television Drama in the 1980s 

(Cam
bridge: Cam

bridge University Press, 1993), p.219. 

（
一
〇
） 

イ
ギ
リ
ス
社
会
で
は
伝
統
的
に
「
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
・
ド
ラ
マ
（
時
代
劇
）
の
オ

 

ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
多
く
は
女
性
た
ち
」
だ
っ
た
。Katherine Byrne, Jam

es Leggott and 
Juliet Anne Taddeo, ̒Introduction

,̓ in Katherine Byrne, Jam
es Leggott and Juliet 

Anne Taddeo (eds), Conflicting M
asculinities: M

en in Television Period Drama 
(London: Bloom

sbury Academ
ic, 2020), p.2. 

歴
史
物
ド
ラ
マ
と
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
を

結
び
つ
け
る
、
と
い
う
ド
ラ
マ
番
組
制
作
の
た
め
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
、
一
九
六
七
年

に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
が
放
送
し
たForsyte Saga

に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
、
一
九
七
一
年
に
Ｉ
Ｔ
Ｖ

が
放
送
し
たUpstairs Downstairs

に
よ
っ
て
ほ
ぼ
固
め
ら
れ
た
、
と
さ
れ
る
。Byrne, 

Edwardians on Screen, pp.23-24. 

（
一
一
） David Giles (Director), (1972), The Strauss Family [Film

; two-disc on 
DVD], Granada; ITC Entertainm

ent. 

（
一
二
）

た
だ
し
、「
宮
廷
舞
踏
会
音
楽
監
督
」
は
純
然
た
る
栄
誉
称
号
で
、
ヨ
ハ
ン
一

世
の
た
め
に
一
八
四
六
年
に
皇
帝
フ
ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
に
よ
っ
て
創
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
、
一
九
〇
一
年
に
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
が
辞
退
す
る
ま
で
、
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
一
族
が
独

占
し
た
。
ピ
ー
タ
ー
・
ケ
ン
プ
（
木
村
英
二
訳
）『
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー―

あ
る
音
楽
王
朝
の
肖
像
』
音
楽
之
友
社
、
一
九
八
七
年
、
五
七
頁
。 

（
一
三
） 

「
ワ
ル
ツ
王
」
の
先
祖
が
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
る
こ
と
は
、
同
時
代
か
ら
一
般
に
知

れ
渡
っ
て
い
た
（
同
上
、
二
〇
頁
）
が
、
こ
の
番
組
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。 

（
一
四
） 

実
際
に
は
、
ヨ
ハ
ン
は
ウ
ィ
ー
ン
・
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
・
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー

ト
の
商
学
部
に
入
学
し
た
も
の
の
、中
途
退
学
し
、「
音
楽
に
専
心
す
る
決
心
を
し
た
」。

同
上
、
四
七
頁
。 

（
一
五
） 

た
だ
し
、「
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
父
の
支
持
者
が
息
子
の
デ
ビ
ュ
ー
の
妨
害
を
し

た
と
い
う
話
が
、
根
強
く
流
布
さ
れ
て
い
る
が
、
確
た
る
証
拠
は
な
い
。」
同
上
、
五

三
頁
。 

（
一
六
） 

ク
ス
ト
ー
ザ
の
戦
い
で
ラ
デ
ツ
キ
ー
元
帥
が
ピ
エ
モ
ン
テ
軍
に
勝
利
し
た
、
と

の
報
せ
が
ウ
ィ
ー
ン
で
住
民
た
ち
を
熱
狂
さ
せ
、
ヨ
ハ
ン
一
世
の
作
曲
し
た
「
ラ
デ
ツ

キ
ー
行
進
曲
」の
初
演
と
と
も
に
祝
わ
れ
た
。Martyn Rady, The Habsburgs: The Rise 

and Fall of a W
orld Power (London: Allen Lane, 2020), p.248. 
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（
一
七
） 
実
際
に
は
ア
ナ
の
父
親
は
、
ウ
ィ
ー
ン
郊
外
に
あ
っ
た
「
赤
い
雄
鶏
」
と
い
う

居
酒
屋
の
経
営
者
だ
っ
た
。
ケ
ン
プ
、
前
掲
書
、
二
六
頁
。 

（
一
八
） John Gorrie (Director), (1975), Edward the Seventh [Film

; four-disc with 
special features on DVD], Carlton; ATV Network. 

（
一
九
） 

ク
ー
ル
ド
リ
ー
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
の
君
主
制
は
、
少
な
く
と
も
二
十
世
紀

初
頭
以
来
、「
普
通
の
家
族
」
と
し
て
自
ら
を
提
示
し
て
き
た
が
、
こ
う
し
た
セ
ル
フ

イ
メ
ー
ジ
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
ダ
イ
ア
ナ
妃
が
自
ら
を
他
の
王
族
た
ち
に
比
べ
て

「
よ
り
普
通
だ
」
と
主
張
し
た
こ
と
に
よ
り
、
危
機
に
瀕
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。Nick 

Couldry, ̒Everyday Royal Celebrity
,̓ in David M

orey and Kevin Robins (eds), 
British Cultural Studies: Geography, Nationality, and Identity (Oxford: Oxford 
University Press, 2001), p.226. 

（
二
〇
） 

今
日
で
は
、「
メ
デ
ィ
ア
化
さ
れ
た
君
主
制
（m

ediated m
onarchy

）
は
、
メ

デ
ィ
ア
化
さ
れ
た
政
治
（m

ediated politics

）
と
同
様
に
、
学
問
研
究
上
の
十
分
に
確

立
さ
れ
た
ト
ピ
ッ
ク
」
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
ア
は
「
王
権
（royalty

）
と
政
治
の
基
礎
そ

の
も
の
を
変
化
さ
せ
、
あ
る
い
は
歪
曲
し
て
き
た
」
と
さ
れ
る
。Nick Couldry, op. cit., 

p.221.  

（
二
一
） 

チ
ェ
イ
ニ
ー
に
よ
れ
ば
、
昨
今
の
イ
ギ
リ
ス
王
室
を
め
ぐ
る
「
多
数
の
物
語

（m
ultitudinous stories

）」
は
、
イ
ギ
リ
ス
・
テ
レ
ビ
界
の
長
寿
番
組
や
ソ
ー
プ
・
オ

ペ
ラ
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
「
絡
み
合
う
説
話
（interweaving narratives
）」
に

類
似
し
て
い
る
。David Chaney, op. cit., p.217. 

他
方
、
ヒ
ル
ズ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一

〇
年
代
後
半
に
世
界
的
な
人
気
を
博
し
た
イ
ギ
リ
ス
発
の
歴
史
物
ド
ラ
マ
で
あ
る

Downton Abbey

に
関
し
て
研
究
者
た
ち
は
、「
歴
史
物
ド
ラ
マ
が
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
・

ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
接
収
（takeover

）
さ
れ
た
」
と
評
し
て
お
り
、
ま
た
、
同
番
組

の
制
作
者
た
ち
も
、
同
番
組
が
「
よ
り
威
信
の
劣
る
、
ソ
ー
プ
・
オ
ペ
ラ
と
い
う
ジ
ャ

ン
ル
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
な
い
」。Eva N. Redvall, ̒M

ainstream
 Trends 

and M
asterpiece Traditions: ITV

s̓ Downton Abbey as a Hit Heritage Dram
a for 

M
asterpiece in the United States̓, in M

att Hills, M
ichele Hilm

es and Roberta 
Pearson (eds), Transatlantic Television Drama: Industries, Programs, &

 Fans 

 
(New York, NY: Oxford University Press, 2019), pp.138-139. 
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